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CSW 報告書発⾏に寄せて 
所沢市社会福祉協議会 地域福祉活動推進会議 

     委員⻑  田中 英樹 
この度、所沢市社会福祉協議会では、平成 30 年度の「CSW 活動報告」を発表した。その内容

は、個別の相談集計、地域別支援内容、地域の実態把握及び支援、地域のネットワーク化、地域
活動支援と CSW 活動を 5 つの切り⼝から集計し、分析している。その上で、<まとめ>として、
データに基づいた考察、CSW 活動の⾒える化、事例に基づく個別相談の対応や地域課題への取
り組み対応、そして地域アセスメントシートの作成を報告している。 

筆者は、所沢市の地域福祉活動計画である“ところ WITH プラン”を作成し、進捗管理する会議
体（地域福祉活動推進会議）の⽴場から、個別支援を通じた住⺠主体の地域づくりに⽇々活動す
るコミュニティソーシャルワーカーの役割を、その活動の成果と共に明らかにしていく内発的な
作業を以前から期待していた。 

現場の CSW たちは、自己分析的に成果（アウトカム）の可視化に挑戦した。その内容の詳細
は報告書に譲るが、若⼲のコメントを述べておきたい。 

CSW の配置では、豊島区⺠社会福祉協議会が先に成し遂げた常勤、専任、複数、活動圏域配
置の 4 原則をこの所沢市社会福祉協議会でも是非とも実現したいと常々考えている。そのため
には、理念に増して活動の実績を示すことが一番有効であろう。⽇々の業務集計という地道な作
業を積み重ねることで、活動の全体像が⾒えてくる。相談や業務内容の分析的な整理が出来、ど
こに成果が⽣まれ、どこが課題や改善点なのかが⾒えてくる。地域アセスメントも実験的ではあ
るが意欲的である。 

活動報告を文字で示した CSW たちは、自分たちの活動実績に自信を持つことが出来たと考え
る。今後とも、個々⼈の資質や能⼒を⾼め合い、相互に研鑚に励み、さらに⾼い極みをめざすこ
とに期待したい。          

急速な少子・⾼齢化、⽣活様式や価値観の多様化等により、暮らしや地域社会が大きく変容し、
社会からの孤⽴、⽣活困窮、虐待、権利侵害等、地域における⽣活課題が複雑化する中、地域共⽣
社会の実現が急務の課題となっています。そうした中、複雑化した課題をもつ世帯を包括的に支
援するとともに、支え合いのまちづくりを地域住⺠、関係機関・団体の皆様と進める専門職（コミ
ュニティソーシャルワーカー（CSW））の配置が全国的にも広がりつつあります。 

所沢市社会福祉協議会においても、地域福祉を推進する中で CSW の必要性を認識し、平成 27
年度にモデル的に所沢地区に 1 名、平成 28 年度からは市内全⾏政区に CSW を配置しました。  

CSW は担当地区の個別支援対応を進めながら、『第 4次地域福祉活動計画㏌所沢 ところ WITH
プラン』に基づき、地域住⺠、関係機関・団体の皆様とともに支え合いのまちづくりや仕組みづく
りに取り組んできました。 

この CSW について理解を広げることが、所沢市の地域福祉の向上に資すると捉え、CSW の活
動実践を具体的に「⾒える化」したものがこの報告書です。CSW が⽇々地域の中で向き合ってい
る課題や取り組んでいる活動に、皆様の関心を寄せていただけると幸いです。 

 
社会福祉法⼈ 所沢市社会福祉協議会 

  



■コミュニティソーシャルワーカー（CSW）とは  
個別の支援を⾏いながら、ニーズの共通性に着目し、地域の⽣活課題の解決に向け、住⺠と協働して

新しい仕組みづくりにとりくむ専門職です。 
◎ 市 内 11⾏ 政地 区 ご とに 担 当 CSWを 配 置し て い ま す。 
 
CSW の主な活動 
●個別相談・支援 

誰 に も 助 けを 求 め られ ず に 、社会 的 に 孤⽴し て い る ⼈や 制 度 の狭 間 で 支援 を 受 けら れな
い ⼈ な ど 、様々 な ⽣ 活課 題 を 抱え る 世帯 への 相 談 支 援を ⾏ っ てい ま す 。こど も と福 祉の 未
来 館 1 階 に設 置 す る福 祉 の 相談 窓 ⼝ 担当職 員 と と もに 支 援 にあ た る 他、 必 要 に応 じて 福
祉 、 保 健 、教 育 等 関係 機 関 等と 連 携 して 支援 し て い ます 。 
【⽣活上の様々な困りごと・課題の例】 
  離 職 に よ る⽣ 活 困 窮 
  加 齢 に よ る 体 ⼒ 低 下 や 認 知 症 の た め ⾝ の 回 り の こ と （ 買 物 ・ 掃 除 ・ ゴ ミ 出 し な ど ） が で き な く な る  
  た く さ ん の問 題 を 抱え 、 ど こに 相 談 して いい の か わ から な い 
  ⻑ い 間 自 宅に 引 き こも っ て いて 、 一 歩を 踏み 出 せ な い 
  介 護 ・ 育 児（ ダ ブ ルケ ア ） によ る ス トレ ス、 虐 待 
  定 年 退 職 後、 何 も 楽し み ・ ⽣き が い （趣 味な ど ） が ない  等 

 
●アウトリーチにより地域の課題を把握する 

地 域 で 開 催さ れ る 会議 体 や 相談 会 に 参加 する と と も に 、住 ⺠ 懇 談会 等 を 開催 し て 、地域
課 題 の 把 握に 努 め てい ま す 。 
【会 議 体 や 相談 会 の例 】 
  地 域 づ く り協 議 会 ・地 区 社 協と の 連 携・ 協働  

  地 域 ケ ア 会議 へ の 参加  

  住 ⺠ 懇 談 会な ど 福 祉情 報 交 換会 の 開 催  

  各 地 区 ⾝ 近な 相 談 窓⼝ の 設 置等  

 
●地域住⺠の⽅が実施する支援活動等につなぐ 

住みなれた地域で安心して暮らせるように、 
住⺠活動による支援につながるようサポートしています。 
【CSW がつなぐ住⺠活動の例】 
  ボランティア活動・サークル活動等  

  ⾼齢者サロン・子育てサロン・多世代型サロン等  

  こども食堂・学習支援等  

 
●居場所や支え合いのしくみづくり 

地域の住⺠の⽅と協働しながら、地域の中にちょっと⽴ち寄れてほっとできる居場所や、
こどもの居場所づくり等の⽴ち上げや運営をサポートしています。 

２ 



■CSW活動報告

Ⅰ 相談集計表

【 総合的福祉相談（個別相談支援、被災者支援） 】
【 相談対応件数 】

【 対象者種別 】 【 相談方法 】

【 相談者 】 【 対象者 】

467
1,947

8.7%

その他 72 3.7%
近隣住⼈ 83 4.3%

50〜59歳
60〜64歳
65〜70歳
70〜74歳
75歳以上
年齢不明

合計 1,947
786
190
133
195
41

260

合計 1,947

延べ件数
延べ件数

個別相談支援 1,721
被災者支援 24
その他 202

新規相談 478
継続相談 1,469

合計 1,947

8.7%
3.9%
1.0%

24.0%
100.0%

延べ件数 構成比

合計
その他
団体等
施策利⽤なし
生活保護
子ども
障害者
高齢者 672

335
209
169
76
19

34.5%
17.2%
10.7%

延べ件数 構成比
43.4%844

481 24.7%
10.0%195
4.9%
9.9%193

138 7.1%
100.0%1,947

電話相談
訪問
来所
相談会
出先にて
その他

合計

100.0%
40.3%
9.8%
6.8%

10.0%
2.1%

13.4%

本⼈

合計 1,947

延べ件数 構成比

100.0%

⺠生委員 116 6.0%
1,119 57.5%

関係機関 386 19.8%
家族 171

延べ⼈数

5

33
6

12
14
21

190
328

30〜39歳
40〜49歳

96

2.8%
6.4%
3.0%

構成比実⼈数
16
8
8

0〜9歳
10〜19歳
20〜29歳

4.0%
1.4%

1577
27
55

124
59

この表は平成30年4月1日から平成31年３月31日にCSWが対応した相談件数、相談対象者の種別

CSWは、誰もが安⼼して地域で暮らせるように⺠生委員・児童委員やボランティア等の各種関係

機関・団体の皆様や自治会・町内会、地域づくり協議会等の皆様と連携し、居場所づくりや支え合い

のしくみづくりを進めました。
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【 相談内容 】

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

【 対象者年代別相談者 】

構成比
98 5.0%

124 6.4%

延べ件数

0.3%
110 5.6%住まい不安定

76 3.9%
150 7.7%

13 0.7%
92 4.7%

5

1.2%
39 2.0%

（多重・過重）債務
家計管理の課題

2 0.1%
162 8.3%

ホームレス
経済的困窮

23

3.7%
155 8.0%

生活習慣の乱れ
社会的孤⽴（閉じこもり・引きこもり）

13 0.7%
3 0.2%

就職活動困難
就職定着困難

73

0.2%
17 0.9%

非⾏
中卒・高校中退

110 5.6%
37 1.9%

家族関係・家族の問題
不登校

3

0.2%
4 0.2%

外国籍
刑余者

35 1.8%
15 0.8%

ひとり親
ＤＶ・虐待

3

1.2%
61 3.1%

被災
介護

16 0.8%
20 1.0%

コミュニケーションが苦手
能⼒の課題（識字・⾔語・理解等）

24

8.0%

202 10.3%

地域との関係

その他

9 0.5%
0 0.0%

育児
LGBT

155

100.0%

相談内容(対象者との関係)
対象者年代 本人 ⺠生委員 家族 関係機関 近隣住人

53 2.7%
45 2.3%

ボランティアしたい
ボランティアしてほしい

その他 合計

合計 1,947

0〜9歳 18 4 12 22 1 2 59
4 124

20〜29歳 29 1 10 9 2 4 55
10〜19歳 63 3 22 30 2

0 27
40〜49歳 30 7 14 24 2 0 77
30〜39歳 9 6 0 12 0

17 260
60〜64歳 30 0 3 3 5 0 41
50〜59歳 195 12 8 23 5

3 195
70〜74歳 70 3 7 40 5 8 133
65〜70歳 123 3 9 57 0

125 38 26 786
75歳以上 71 31 16 41 23

72 1,947

相談内容
サービス利⽤
病気
けが
障がい（手帳有）
障がい（疑い）
メンタルヘルスの課題（うつ・不眠・不安・依存症・適応障害など）
自死企図

合計 1,119 116 171 386 83

8 190
年齢不明 481 46 70
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【
 対

象
者

年
代

別
主

な
相

談
内

容
 】

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33
34

0〜
10

2
0

1
4

1
0

0
0

4
0

0
0

0
3

1
4

1
0

0
3

0
1

0
1

0
0

0
2

0
3

1
6

8
10
〜

3
2

4
3

16
1

0
0

0
3

0
3

0
0

0
8

6
0

0
16

16
0

0
0

0
0

0
0

2
0

21
7

0
11

20
〜

1
0

0
4

0
4

0
8

0
3

0
3

0
0

7
7

12
0

0
0

0
2

0
0

1
0

0
0

0
0

2
0

0
1

30
〜

0
1

0
0

2
8

0
0

0
3

0
1

1
0

1
2

1
2

0
0

2
1

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

40
〜

4
5

0
5

5
10

0
1

2
2

0
0

0
0

7
4

14
1

0
0

0
3

0
0

2
1

0
2

0
0

0
5

1
3

50
〜

9
15

1
41

6
19

3
40

0
9

0
4

6
1

10
28

11
0

0
0

1
0

0
4

6
5

1
0

0
0

19
6

3
12

60
〜

4
5

4
1

1
3

0
4

0
0

0
0

0
0

1
6

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
4

0
0

1
1

1
4

65
〜

14
27

2
7

5
21

0
4

0
28

10
13

2
0

10
13

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

6
1

1
22

70
〜

9
8

0
0

2
1

0
26

0
6

0
1

0
0

11
18

2
0

0
0

0
0

0
0

0
4

22
11

0
0

2
2

5
3

75
〜

22
31

1
1

2
8

0
3

0
28

0
8

0
0

0
2

8
0

0
0

0
0

1
0

0
7

1
18

0
0

31
2

2
14

不
明

22
28

1
29

33
75

2
24

0
77

13
6

4
2

23
67

47
33

0
1

13
8

1
0

6
3

0
24

5
0

68
28

26
12
4

合
計

98
12
4

13
92

76
15
1

5
11
0

2
16
3

23
39

13
3

73
15
6

11
1

37
0

17
35

15
3

4
16

20
24

61
9

0
15
4

53
45

20
2

構
成
比

5.
0%

6.
4%

0.
7%

4.
7%

3.
9%

7.
8%

0.
3%

5.
6%

0.
1%

8.
4%

1.
2%

2.
0%

0.
7%

0.
2%

3.
7%

8.
0%

5.
7%

1.
9%

0.
0%

0.
9%

1.
8%

0.
8%

0.
2%

0.
2%

0.
8%

1.
0%

1.
2%

3.
1%

0.
5%

0.
0%

7.
9%

2.
7%

2.
2%

10
.4
%

1
サ
ー
ビ
ス
利
⽤

16
社
会
的
孤
⽴
（
閉
じ
こ
も
り
・
引
き
こ
も
り
）

31
地
域
と
の
関
係

2
病
気

17
家
族
関
係
・
家
族
の
問
題

32
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
た
い

3
け
が

18
不
登
校

33
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
ほ
し
い

4
障
が
い
（
手
帳
有
）

19
非
⾏

34
そ
の
他

5
障
が
い
（
疑
い
）

20
中
卒
・
高
校
中
退

6
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
課
題
（
う
つ
・
不
眠
・
不
安
・
依
存
症
・
適
応
障
害
な
ど
）

21
ひ
と
り
親

7
自
死
企
図

22
Ｄ
Ｖ
・
虐
待

8
住
ま
い
不
安
定

23
外
国
籍

9
ホ
ー
ム
レ
ス

24
刑
余
者

10
経
済
的
困
窮

25
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

11
（
多
重
・
過
重
）
債
務

26
能
⼒
の
課
題
（
識
字
・
⾔
語
・
理
解
等
）

12
家
計
管
理
の
課
題

27
被
災

13
就
職
活
動
困
難

28
介
護

14
就
職
定
着
困
難

29
育
児

15
生
活
習
慣
の
乱
れ

30
LG
BT

55

対 象 者

年 代
相
談
内
容

総
計 56 12
2

19
0

79
3

1,
94
7

10
0.
0%26 77 26
0 41 19
4

13
3
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【所沢地区個人支援】 【所沢地区地域支援】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 21 ごみ屋敷 1 30 地域の居場所づくり（サロン・体操等）

2 16 今後の対応についての相談・打ち合わせ 2 16 社協が運営する拠点活動

3 14 生活支援 3 9 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

4 11 近隣トラブル 3 9 地域ケア会議

5 7 不安 5 8 地域福祉サポーター　地区別の取り組み

5 7 経済困難 5 8 その他の会議

5 7 安否確認 7 7 地域行事への参加・協力

8 5 自宅内を整頓したい 8 6 子ども支援（こども食堂・学習支援）

9 4 近くで通える場を知りたい 9 4 第2層協議体又は協議体になり得る活動

10 8 その他 10 19 その他

【松井東地区個人支援】 【松井東地区地域支援】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 11 自宅内を整頓したい 1 12 地域の居場所づくり（サロン・体操等）

2 7 今後の対応についての相談・打ち合わせ 2 10 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

3 3 近隣トラブル 3 5 地域福祉サポーター　地区別の取り組み

4 2 経済困難 3 5 地域ケア会議

4 2 ボランティア要請 5 4 その他の会議

4 2 ごみ屋敷 6 3 ふくし学習

7 1 どこに相談したらいいか 7 2 担い手・ボランティア活動の相談支援

7 1 生活支援 7 2 企業・商店等の地域公益活動支援

7 1 家族関係 9 1 地域行事への参加・協力

10 2 その他 10 16 その他

【松井西地区個人支援】 【松井西地区地域支援】

順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 26 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 31 地域の居場所づくり（サロン・体操等）

2 17 ごみ屋敷 2 5 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

3 15 ひとり親 3 4 地域ケア会議

4 8 ボランティア要請 3 4 子ども支援（こども食堂・学習支援）

5 5 生活支援 3 4 ふくし学習

5 5 孤立 6 3 第２層ＳＣへの支援

5 5 介護 7 2 地域福祉サポーター　地区別の取り組み

5 5 ボランティア活動をしたい 8 1 地域行事への参加・協力

9 3 自宅内を整頓したい 8 1 第2層協議体又は協議体になり得る活動

10 11 その他 10 12 その他

Ⅱ　地区別支援回数（個別支援・地域支援）

CSWによる相談対応や支援の内容を地区ごとに集計したものです。なお、CSWは11行政区に配置して

いますが、CSWが多く連携を図っている民生委員・児童委員や第2層生活支援コーディネーターの活動区

域である14圏域ごとに集計しています（2圏域ある行政区の場合は、その行政区全体にかかわる支援件数

についても掲載しています）。また、市内全体にかかわる支援や市外の支援についても集計しています。
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Ⅱ 地区別支援回数（個別支援・地域支援）
【松井全域地区地域支援】
順位 支援回数 主な支援内容

1 49 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

2 17 地域福祉サポーター 地区別の取り組み
3 12 地域⾏事への参加・協⼒
4 9 相談会の開催
5 8 その他の会議
6 6 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
7 3 担い手・ボランティア活動の相談支援
8 2 企業・商店等の地域公益活動支援
9 1 第２層ＳＣへの支援
10 3 その他

【柳瀬地区個⼈支援】 【柳瀬地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 1 生活支援 1 1 ふくし学習
1 1 学習課題 2
1 1 ボランティア要請 3
1 1 ボランティア活動をしたい 4
1 1 どこに相談したらいいか 5
1 1 その他 6
7 7
8 8
9 9
10 10

【富岡地区個⼈支援】 【富岡地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 17 引きこもり 1 15 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
2 10 今後の対応についての相談・打ち合わせ 2 12 相談会の開催
3 6 病気 3 7 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

4 5 近隣トラブル 4 5 地域⾏事への参加・協⼒
5 4 ⾦銭管理 5 3 その他の会議
5 4 近くで通える場を知りたい 6 2 地域福祉サポーター 地区別の取り組み
5 4 介護 6 2 地域ケア会議
8 3 高齢 6 2 担い手・ボランティア活動の相談支援
8 3 安否確認 6 2 第２層ＳＣへの支援
10 17 その他 10 17 その他

【新所沢地区個⼈支援】 【新所沢地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 7 ボランティア活動をしたい 1 12 相談会の開催
1 7 どこに相談したらいいか 2 9 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

3 6 ごみ屋敷 3 8 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
4 4 病気 4 7 その他の会議
5 3 騒音問題 5 6 地域⾏事への参加・協⼒
6 2 受診同⾏ 6 5 子ども支援（こども食堂・学習支援）
6 2 自宅内を整頓したい 7 3 地域福祉サポーター 地区別の取り組み
6 2 今後の不安 7 3 第2層協議体又は協議体になり得る活動
6 2 経済困難 9 2 地域ケア会議
10 3 その他 9 2 社協が運営する拠点活動

「個別支援」と「地

域支援」の両面で活

動をしています。
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Ⅱ 地区別支援回数（個別支援・地域支援）
【新所沢東地区個人支援】 【新所沢東地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 5 ごみ屋敷 1 7 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

2 3 ボランティア要請 2 5 地域ケア会議
3 2 孤⽴ 3 2 その他の会議
3 2 ボランティア活動をしたい 4 1 地域⾏事への参加・協⼒
5 1 自宅内を整頓したい 4 1 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
5 1 今後の対応についての相談・打ち合わせ 4 1 子ども支援（こども食堂・学習支援）
5 1 家族関係 4 1 企業・商店等の地域公益活動支援
5 1 その他 8 3 その他
9 9
10 10

【三ヶ島第1地区個人支援】 【三ヶ島第1地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 16 不安 1 3 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
2 7 ごみ屋敷 1 3 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

2 7 近隣トラブル 1 3 担い手・ボランティア活動の相談支援
4 5 引きこもり 1 3 子ども支援（こども食堂・学習支援）
5 4 生活支援 1 3 その他の会議
5 4 経済困難 6 2 地域⾏事への参加・協⼒
5 4 安否確認 6 2 地域ケア会議
8 3 精神障害 6 2 人材育成・講座・学習等
8 3 今後の対応についての相談・打ち合わせ 6 2 社協が運営する拠点活動
10 23 その他 10 10 その他

【三ヶ島第2地区個人支援】 【三ヶ島第2地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 26 近隣トラブル 1 3 その他の会議
2 11 経済困難 2 2 人材育成・講座・学習等
3 8 不安 3 1 地域⾏事への参加・協⼒
3 8 今後の対応についての相談・打ち合わせ 3 1 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
3 8 家族関係 3 1 地域ケア会議
6 7 引きこもり 3 1 担い手・ボランティア活動の相談支援
6 7 ボランティア活動をしたい 3 1 第２層ＳＣへの支援
8 2 病気 8 6 その他
8 2 どこに相談したらいいか 9
10 16 その他 10

【三ヶ島全域地区地域支援】
順位 支援回数 主な支援内容

1 27 子ども支援（こども食堂・学習支援）
2 20 相談会の開催
3 19 社協が運営する拠点活動
4 15 その他の会議
5 14 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

6 7 地域⾏事への参加・協⼒
7 5 地域福祉サポーター 地区別の取り組み
7 5 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
9 2 担い手・ボランティア活動の相談支援
10 7 その他
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Ⅱ 地区別支援回数（個別支援・地域支援）
【小手指第1地区個人支援】 【小手指第1地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 7 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 6 地域ケア会議
2 6 安否確認 2 2 第2層協議体又は協議体になり得る活動
3 5 経済困難 3 3 子ども支援（こども食堂・学習支援）
4 4 判断能⼒の低下 3 1 地域⾏事への参加・協⼒
4 4 どこに相談したらいいか 5 1 担い手・ボランティア活動の相談支援
6 3 近くで通える場を知りたい 5 1 企業・商店等の地域公益活動支援
6 3 引きこもり 5 1 その他の会議
6 3 ごみ屋敷 8 5 その他
9 2 介護 9
10 13 その他 10

【小手指第2地区個人支援】 【小手指第2地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 5 ボランティア活動をしたい 1 5 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
2 2 認知 2 3 子ども支援（こども食堂・学習支援）
3 1 動物問題 3 1 地域ケア会議
3 1 今後の対応についての相談・打ち合わせ 3 1 その他の会議
3 1 介護 3 1 その他
3 1 どこに相談したらいいか 6
3 1 サロン運営について 7
8 6 その他 8
9 9
10 10

【小手指全域地区地域支援順位】
順位 支援回数 主な支援内容

1 4 第2層協議体又は協議体になり得る活動
1 4 その他の会議
3 3 子ども支援（こども食堂・学習支援）
4 2 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
5 1 地域⾏事への参加・協⼒
5 1 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

7 3 その他
8
9
10

【山口地区個人支援】 【山口地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 51 今後の対応についての相談・打ち合わせ 1 13 子ども支援（こども食堂・学習支援）
2 10 ひとり親 2 12 社協が運営する拠点活動
3 7 引きこもり 3 11 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
4 6 介護 4 10 その他の会議
4 6 家族関係 5 7 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

6 5 精神障害 5 7 ふくし学習
6 5 ボランティア活動をしたい 7 6 相談会の開催
8 3 不安 8 3 地域福祉サポーター 地区別の取り組み
8 3 近くで通える場を知りたい 8 3 地域ケア会議
10 15 その他 10 4 その他
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Ⅱ 地区別支援回数（個別支援・地域支援）
【吾妻地区個人支援】 【吾妻地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 9 生活支援 1 12 第２層ＳＣへの支援
2 6 引きこもり 2 9 第2層協議体又は協議体になり得る活動
3 5 ボランティア活動をしたい 3 8 子ども支援（こども食堂・学習支援）
4 3 近隣トラブル 3 8 その他の会議
4 3 家族関係 5 6 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
4 3 ごみ屋敷 6 4 人材育成・講座・学習等
7 2 動物問題 7 3 地域福祉サポーター 地区別の取り組み
7 2 今後の対応についての相談・打ち合わせ 8 2 地域ケア会議
7 2 安否確認 9 1 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

7 2 ボランティア要請 9 1 担い手・ボランティア活動の相談支援

【並木地区個人支援】 【並木地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 22 ごみ屋敷 1 82 相談会の開催
2 19 不安 2 49 子ども支援（こども食堂・学習支援）
3 18 精神障害 3 12 地域福祉サポーター 地区別の取り組み
3 18 高齢 4 8 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
5 17 今後の対応についての相談・打ち合わせ 5 5 地域ケア会議
6 11 経済困難 6 4 地域⾏事への参加・協⼒
7 6 今後の不安 7 3 第2層協議体又は協議体になり得る活動
7 6 孤⽴ 7 3 第２層ＳＣへの支援
7 6 ボランティア要請 7 3 人材育成・講座・学習等
10 33 その他 10 30 その他

【市内全域地域支援】
順位 支援回数 主な支援内容

1 24 その他の会議
2 5 担い手・ボランティア活動の相談支援
2 5 人材育成・講座・学習等
4 4 子ども支援（こども食堂・学習支援）
5 3 地域の居場所づくり（サロン・体操等）
6 2 地域ケア運営会議
6 2 第2層連絡会
8 1 地域⾏事への参加・協⼒
8 1 地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議

10 8 その他

【市外・その他地区個人支援】 【市外・その他地区地域支援】
順位 支援回数 主な相談内容 順位 支援回数 主な支援内容

1 9 ボランティア活動をしたい 1 2 人材育成・講座・学習等
2 2 不安 1 2 社会福祉法人の地域公益活動支援
2 2 どこに相談したらいいか 3 1 担い手・ボランティア活動の相談支援
4 1 今後の対応についての相談・打ち合わせ 3 1 子ども支援（こども食堂・学習支援）
5 7 その他 3 1 その他の会議
6 6 2 その他
7 7
8 8
9 9
10 10
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Ⅲ　地域の実態把握及び支援

子ども支援（こども食堂・学習支援）

平成30年10月11日 平成31年01月18日

生活支援体制整備事業に関する支援 13

地域福祉サポーター　地区別の取り組み 6

ふくし学習 4

その他 47

その他の会議 17

地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議 4

社会福祉法人の地域公益活動支援 3

地域行事への参加・協力 10

担い手・ボランティア活動の相談支援 7

相談会の開催 99

地域の居場所づくり（サロン・体操等） 29

社協が運営する拠点活動 3

地域ケア会議 14

地域への支援内容 件数

人材育成・講座・学習等 1

子ども支援（こども食堂・学習支援） 36

CSWは個別の相談対応と並行して、担当地区において課題や社会資源等の実態把握

や各種取り組みに対する支援を行っています。地域における既存の活動やこれから地

域で活動してみたいという住民の方等へ支援することを通じて、地域の福祉力向上を

図っています。この表はその具体的な支援の対象や内容を集計したものです。

なお、写真は、地域においてCSWが支援でかかわった各種取り組みの様子です。
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下安松中新井自治会

平成30年11月01日

ｻﾛﾝこすもす 楽々おしゃべりｻﾛﾝ

平成30年11月05日 平成30年11月05日

北野小育成会じいばあの会 新所沢東地区住民懇談会

平成31年2月16日 平成31年3月19日
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Ⅳ 地域のネットワーク化

地域の居場所づくり（サロン・体操等）
平成30年10⽉24⽇

その他 3

企業・商店等の地域公益活動支援 3
生活支援体制整備事業に関する支援 7
地域福祉サポーター 地区別の取り組み 1

地域づくり協議会・自治連・地区社協等の会議 18
地域⾏事への参加・協⼒ 6
担い手・ボランティア活動の相談支援 3

社協が運営する拠点活動 1
地域ケア会議 17
その他の会議 10

内 容 件数

子ども支援（こども食堂・学習支援） 3
地域の居場所づくり（サロン・体操等） 11

CSWは支え合いのまちの実現のために、担当地区において、地域の中のつながりづ

くりを地域住⺠、関係機関・団体の皆様と進めています。この表はネットワーク化に

関わる支援内容をまとめたものです。
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■まとめ 

 

Ⅰ データから見る考察 

これまで、相談者の多くが高齢者であるという印象でしたが、今年度の集計では、

50歳代の働き世代の相談が最も多い結果となりました。相談内容については、経済

的困窮が最も多く、その背景には病気やメンタルヘルスの要因によって就労ができ

ないといった課題があります。 

このような相談者の多くが家族や地域との関係にも問題を抱え、長い期間の引き

こもり状態にあり、高齢となった親の年金で生活する、いわゆる「８０５０問題」

となっている事例が珍しくなくなってきました。 

また、50歳代という働き世代は、子育て世代でもあり、自らの病気やメンタルヘ

ルスの不調等から、子育てにも課題を抱えているというケースも増えています。そ

の結果、子どもの育ちについても心配される世帯もCSWに相談が寄せられるよう

になってきました。 

いずれのケースも、周りに相談できる人がいない、どこに相談して良いかわから

ないといった状況が長く続いていたことにより、本人や家族だけでは解決できなく

なるほど課題が複雑化、深刻化してしまっていることも見えてきました。また、そ

の多くが、生活の基盤となる自宅がゴミや物で溢れかえっており、心や身体にとっ

て安全で衛生的な環境とは言えない中で生活しています。その状況は、人や社会と

の関わりが極めて少ない「社会的孤立」を象徴しているようにも見えました。 

 

Ⅱ CSW活動のまとめ 

（１）CSW活動の見える化 

CSWの活動は、まだまだ認知度が低く、「役割が分かりづらい」「何をしている

人なのかわからない」といった声もあることから、平成30年度上半期の活動報告書

を作成し、CSWの活動を「見える化」を図りました。また、年度末には実践報告会

「CSW★ラボ」も開催しました。 

こうした積み重ねにより、自治会、民生委員、関係機関等の方々にも、少しずつ

理解していただけるようになり、ご近所で心配な方や困っている方を CSWにつな

いでくれるケースも増えました。 

また、これまで相談先のなかった制度の狭間の問題や社会的孤立の問題に、地域

住民や地域福祉サポーター等と連携し活動することができてきました。 

CSW だけで課題を解決するのではなく、様々なネットワークを活かして、人と

人、人と場所、人と情報をつなぎながら、解決に向けた支援や個別の支援を積み重

ね、共通の課題を捉え、地域の中で解決できるしくみづくりが求められます。 

今後も、より多くの方にCSWの活動を周知していく必要があります。 
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（２）個別相談の対応 

事例１ 不登校の子どもがいるケースへの関わり 

中学 2年生と小学 2年生の子どもと暮らすシングルマザー。本人は持病があり不登

校等の悩みによる体調不良が続いているために家事や掃除ができていないことから、

主任児童委員から CSWにつながった。CSWは、こども食堂へ誘い、自宅を訪問して

この母親の思いを受け止めた。 

個別ケース検討会では、学校としても対応に苦慮している状況が見られ、家事がで

きないことへの助けとして制度を利用していた。しかし、利用回数の限度まで使い切

ってしまっていた為に、サービス利用はできない状態であった。 

そこで CSW が自宅を訪問した際に、一緒に片付けながら話を聞き信頼関係を構築

していった。本人と実際に話をする中で、CSWはケース検討会で言われていた母親像

との違いに違和感を覚え、支援の方法を柔軟に変化させていった結果、子どもともあ

いさつできる関係までになった。 

今後も、関係づくりを進めていくために、関係機関と連携して取り組んでいきたい。 

   

 

 

 

 

事例２ 不登校から引きこもりになっていたAさん（女性）への支援 

10代女性Aさんは家族（父・母・弟・妹）と同居している。Aさん世帯は生活困窮世

帯であり、母親は精神疾患を抱えている。 

Aさんは軽度の知的障がいがあり、中学生の頃に受けたいじめをきっかけに中学卒

業後、進学・就職はせず自宅に引きこもっている状態であった。そのため、家族以外

の大人と関わる機会が少なく、家族以外の大人との関わりが持てる居場所づくりと、

Aさん自身の意思を引き出せるような支援が必要だと判断し、支援が始まった。 

地域住民、関係者で情報共有を重ね、「Aさんのための居場所」を開設することとな

った。当初はCSWの付き添いが無いと参加に消極的であったが、信頼関係が生まれて

くると、自分の将来への思いについて、CSWやボランティアへ伝える場面も見られる

ようになった。 

その後、Aさんのために開設した居場所は地域に開かれた居場所となり、Aさん自身

も居場所の運営スタッフとして役割をもって参加している。 

 

 

 

 

本人との 

関係づくり 

CSWによる

支援方法の 

柔軟な変化 

関係者との 

ケース検討 

主任児童委

員から相談 

地域の方も

参加できる

居場所に 

Aさんのた

めの居場所

の開設 

関係者との

情報共有 

ケース検討 

相談会を介

し情報提供

がある 
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（３）地域の課題への取り組み 

事例３ 地域の困りごとを地域力で解決したい！ 

社協住民懇談会で、「外出のための足がなく不便だ」という情報を得て、地域づく

り協議会福祉部会に提起し、「買物難民対策」を事業として取り上げていただけるこ

とに。 

該当する自治会からは「必要ないのでは？」と疑問視されたが、地区の民生委員は

要援護高齢者調査で状況を把握し、地域包括支援センターでも利用者の相談で課題を

把握していたことから、CSWは他地区の買い物支援の情報を提供し、モデル実施を開

始。 

地区の社会福祉法人の車両提供を受け、送迎と見守りのサポートを民生委員が担当

し、モデル実施の報告会を該当する自治会で実施。協力するスタッフ、利用者が増え、

本格実施に向けた準備を進めている。 

 

 

 

 

 

 

（４）地域アセスメントシートの作成 

地域アセスメントシートは、地区の基本情報や地域特性（歴史、文化、自然環境等）、

活動に取り組む中で地域が直面する課題、社会資源（地域住民・組織・団体の活動内

容や状況など）や地域におけるニーズ等を各地区のCSWが整理したものです。また、

それらを踏まえつつ、CSWが地域における取り組みの中で見えてきた課題を抽出し、

CSWとして今後取り組んでいきたいことをまとめました。 

≪アセスメントシートの項目≫ 

①基本情報（人口・高齢化率・自治会）、②どのような地域特性（歴史、文化、自然環境、産業

等）か、③どのようなニーズがあるか、④どのような福祉活動（フォーマル）があるか、⑤どの

ような福祉活動（インフォーマル）があるか、⑥地域に「あったらいいな」と思うもの、⑦「あ

ったらいいな」の実現のために、活用できる資源（ヒト・モノ・カネ・情報）、⑧現在取り組ん

でいること、見えてきた課題、⑨CSWがこれから取り組みたいこと 

 

地域を客観的に捉え、分析し、「見える化」することは、誰もが安心して暮らせるま

ちづくりを住民、関係機関・団体の皆様とともに検討する上で欠かせない取り組みで

あり、今後も継続してアセスメントシートを見直していきます。 

なお、次ページ以降のアセスメントシートは紙面の関係上、一部を抜粋しています。 

買い物支援隊 

モデル実施 

立上げ支援

（関係者調

整、運営方法

濃雄談など） 

まちづくり

協議会との

連携 

住民懇談会・ 

ニーズ把握 
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ケ
ー
ス
あ
り
。

 

（
課

題
）

C
S

W
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
周
知
が
不
足
し
て
お
り
、
様
々
な
形
で

の
地
域
住
民
・
関
係
機
関

へ
の
発
信
が
必
要
。

 

■
松

井
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
（
松
井
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
に
て
毎
月

第
1
月
曜
日

1
0
時
～

1
2
時
）

 

・
相

談
の
あ
っ
た
個
別
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
、
民
生
委
員
と

C
S

W
と
で
訪
問
（
継
続
支

援
）、

関
係
機
関
に
つ

な
ぐ
等
を
行
っ
た
。

今
後
、
相
談
案
件
の
情
報
共
有

・
課
題
抽
出

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

 

（
課

題
）
関
係
者
（
機
関
）
か
ら
の
相
談

が
主
で
は
あ
る
が
認
知
度
は
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
住
民
へ
の

認
知
度
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

 

■
地

域
ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
（
松
井
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
に
て
実
施
）

 

・
活

用
で
き
そ
う
な
（
す
で
に
活
用

し
て
い
る
）
場
所
に
つ
い
て
の

情
報
を
収
集
し
た
。

 

（
課

題
）
場
所
に
つ
い
て
の
詳
細
や
情
報

共
有
、
周
知
が
必
要
。
拠
点
と
な
る
場
所
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

さ
れ
る
方
が
お
ら
ず
、
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
方

の
育
成
が
望
ま
れ
る
。

 

■
サ

ロ
ン
助
成
事
業
（
松
井
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
に
て
実
施
）

 

・
サ
ロ
ン
立
ち
上

げ
等
の
相
談
を
受
け
、
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
の
説
明

等
を
実
施
。
数
件
の
立

ち
上
げ
支
援
を

行
っ
た
。

 

・
昨
年
度

4
件
か
ら

今
年
度
は

8
件
に

助
成
先
が
増
加
。
助
成
サ
ロ
ン
の
交
流
会
を
開
催
し
、
つ
な
が
り
づ

く
り
や
情
報
共
有
を
行
っ
た
。

 

（
課
題
）
各
サ
ロ
ン
と
の
連

携
を
深
め
、
地
区
社
協
の
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
相
互
協
力
を
行
っ
て
い

け
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

 

 

C
S

W
が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
地

域
住

民
・
関

係
機

関
と

連
携

し
て

の
個

別
支

援
 

 
 
個
別
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
、
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
地
域
住
民

・
関
係
機
関
（
地

区
社
協
、
民

生

委
員
児
童
委
員
、
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
）
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
、

課
題
を
抱
え
て
い

る
世
帯
の
情
報
を
収

集
し
、
課

題
解

決
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
う
と
同
時
に
、
個
別
の
課
題

を
地
域
の
課
題
と
し
て
提
起
す

る
こ
と
で
、
地
域
に
お
け

る
支
援
の
輪
・

見
守
り
の
意
識
向
上
を
図
る
。

 

 ②
多

世
代

型
の

集
い

の
場

づ
く

り
 

 
 
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
地
区
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
多
世
代
型

の
集
い
の
場
が
必

要
。
ダ
ブ
ル

ケ

ア
や
閉
じ
こ
も
り
の

方
の
支
援
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。
活

用
場
所
だ
け
で
な

く
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ

る
方
の
開

拓
や

育
成
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

 ③
「
松

井
ち

ょ
こ

っ
と

相
談

」
の

周
知

 

 
 
松
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
り
、
身
近
な
地
域
に
お
け

る
相
談
の
場
、
身
近

な
地
域
ニ
ー
ズ
を

捉
え
る
場
、

地

域
・
関
係
機
関
・
行
政
と
を
つ

な
ぐ
場
と
し
て
、
相
談
会
の
周
知
を
図
る
。
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平
成

3
0
年
度

C
S

W
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

 柳
瀬

地
区

 
平
成

3
1
年

1
月

1
6
日
作
成

 

担
当

地
域
（

地
区
）

の
状
況

 

基
本
情

報
 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）
】

平
成

3
0
年

9
月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

 

地
区

全
体

（
世

帯
数
）

 
1

9
,0

4
6
人
（

8
,6

6
5
世

帯
） 

市
全

体（
H

3
0
.9

月
現
在

） 
2
6
.4

4
％

 

年
少

人
口

0
～

1
4
歳

 
2
,3

4
2
人
（

1
2
.3
％

）
 
 
柳

瀬
 

地
区

 
2
0
.6

4
％

 

生
産

年
齢

人
口

1
5
～

6
4
歳

 
1
2

,8
0

4
人

（
6
7
.2

3
％

）
 
【
自

治
会

】
 

前
期

高
齢

者
6
5
～

7
4
歳

 
2
,2

9
0
人

（
1
2
.0

2
 
％

）
 
自
治

会
数

 
1

9
 

後
期

高
齢

者
7
5
歳
～

 
1
,6

1
0
人
（

8
.4

5
％

）
 
自
治

会
加

入
率

 
4
0

.5
％

 

 ど
の
よ

う
な

 

ニ
ー
ズ

が
あ

る
か

 

  

【
現
状
】

 

・
旧
村
は

3
世
代
同
居
が
多
く
、
高
齢
者
は
家
族
に
車
を
出
し
て
も
ら
わ
な
い
と
出
か
け
ら

れ
な
い
。

 

・
相
談

支
援
を
行
う
中
で
、
経
済
的
に

厳
し
い
と
い
う
お
話
を
聞
く
こ

と
も
あ
り
、
こ
ど
も
食
堂
等
の
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
が
、
支
援
を
受
け
た
が
ら
な
い
。

 

 【
ニ
ー
ズ
】

 

・
な
ん
で
も
相
談
会
を
ま
ち
セ

ン
1
箇
所
だ
け
で
な
く
、
身
近
な
自
治
会
館
で
や
っ
て
欲
し

い
。

 

・
3
0
代

で
持
病
が
あ
っ
て
働
け
て
い
な
い
子
育
て
中
の
母
親
が
、
地
域
で
同
年
代
と
子
ど
も
の
こ
と
な
ど
を

話
せ
る
場
所
が
欲
し
い
。

 

・
朝
食

を
食
べ
な
い
で
保
育
園
に
来
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。
乳
児
の
場
合
は
お
や
つ
が
出
る
の
で
、
昼

食
ま
で
持
つ
が
、
幼
児
の
場
合

と
な
る
と
昼
食
ま
で
何
も
食
べ
な
い
状
態
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

 

 
 

 
内
容

 

現
在

取
り

組
ん

で

い
る

こ
と

、
見

え

て
き
た

課
題

 

■
第

2
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
坂
之
下
買
い

物
支
援
隊
の
立
ち
上
げ
支
援

 

 
平
成

2
9
年
度
の
住
民
懇
談

会
で
出
さ
れ
た
意
見
か
ら
、
福
祉
部
会
で
検
討
を
重
ね
、
モ
デ
ル
実
施
と
い

う
こ
と
で

3
月
ま
で
実
施
し
て
い
る

 

（
課
題
）

 

 
坂
之
下
住
民
の
中
で
、
活
動

に
対
し
て
疑
問
を
感
じ
て
い
る
方
が
い
る
。
そ
の
た
め
、
住
民
向
け
に
周
知

の
機
会
を
設
け
る
予
定
で
あ
る

。
 

 
現
在
、
坂
之
下
地
区
の
民
生

委
員
に
連
絡
・
添
乗
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
モ
デ
ル
実
施
後
の
人
員
体
制
を

ど
う
確
保
す
る
か
、
ど
う
進
め

る
か
を
検
討
中
で
あ
る
。

 

 ■
東
所
沢

3
丁
目
の
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
の
サ
ポ
ー
ト

 

自
宅
を
開
放
し
て
サ
ロ
ン
を
立

ち
上
げ
た
い
と
い
う
地
域
住
民
か
ら
、
地
域
の
第

2
層

S
C

と
共
に
立
ち
上

げ
支
援
を

8
月
か
ら
行
い
、

1
0
月
か
ら
サ
ロ
ン
を
開
始
で
き
た
。
個
別
相
談
を
受
け
て
い
る
方
の
活
躍
の
場

に
つ
な
げ
た
。

 

（
課
題
）

 

地
域
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
た

め
周
知
方
法
と
、
人
が
集
ま
る
仕
掛
け
を
ど
う

作
っ
て
い
く
か
を
、
地
域
住
民

と
考
え
て
行
き
た
い
。

 

   

■
な
ん
で
も
相

談
会
の
開
催
（
第

1
火
曜
日

・
福
祉
部
会
が
主
催
）

 

（
課
題
）

 

地
域
の
活
動
団
体
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
十
分
で
あ
り
、
お
互
い
の
活
動
を

知
ら
な
い
た
め
、
連
携
ま

で
つ
な
が
ら
な

い
。

 

 

■
子
ど
も
食
堂

の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
、
子
ど

も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
情
報
が
把
握

で
き
な
い
。

 

（
課
題
）

 

民
生
委
員
・
地

域
の
方
な
ど
、
地
域
で
子
ど
も

食
堂
を
立
ち
上
げ
た
い
と
い
う

話
は
浮
上
し
て
い
る
が
、
子

ど
も
側
の
ニ
ー

ズ
が
見
え
な
い
た
め
、
立
ち
上

げ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

 

 

C
S

W
が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
子

ど
も

食
堂

の
立

ち
上

げ
 

・
親

子
で
来
ら
れ
る
子
ど
も
食
堂
、

食
育
を
兼
ね
た
子
ど
も
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
を
地
域
の
福
祉
施
設

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で

 

実
施
。

 

 
 

②
 

地
区

に
あ

る
3

校
全

て
で

の
ふ

く
し

学
習

の
実

施
。
 

・
地

域
住
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
の

ふ
く
し
学
習
の
展
開
。

 

 
 

③
 

な
ん

で
も

相
談

会
の

実
施

場
所

・
回

数
の

増
加

 

・
自

治
会
館
な
ど
を
使
っ
た
相
談
会

+
サ
ロ
ン
活
動
の
立
ち
上
げ
。

旧
村
は
、
相
談
に
行
っ
た
こ
と

を
知
ら
れ
る
の
が
噂
に
な
る

 

地
区
な
の
で
、
健
康

教
室
な
ど
を
や
り
つ
つ
相
談
会

の
ア
ピ
ー

ル
を
す
る
。
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 平
成

3
0
年
度

C
S

W
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

 富
岡

地
区

 
平
成

3
1
年

1
月

1
6
日
作
成

 

担
当

地
域

（
地
区

）
の
状
況

 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）
】

平
成

3
0
年

9
月

末
現

在
 

【
高
齢

化
率

】
 

地
区

全
体

（
世

帯
数
）

 
2

2
,9

7
6
人
（

9
,8

0
3
世
帯

）
 
市

全
体
（

H
3
0
.9

月
現
在

） 
2
6
.4

4
％

 

年
少

人
口

0
～

1
4
歳

 
2

,7
3

5
人
（

1
1

.9
％
）

 
 

富
岡

 
地

区
 

3
1

.2
％

 

生
産

年
齢

人
口

1
5
～

6
4
歳

 
1

3
,0

6
6
人
（

5
6

.9
％

）
 

【
自
治

会
】

 
Ｈ

3
0

.3
.3

1
現

在
 

前
期

高
齢

者
6

5
～

7
4
歳

 
3

,5
6

0
人
（

1
5
.5
％
）

 
自

治
会

数
 

1
8
 

後
期

高
齢

者
7

5
歳
～

 
3

,6
1

5
人
（

1
5
.7
％
）

 
自

治
会

加
入

率
 

 
6
3

.6
％

 

ど
の
よ

う
な

ニ
ー

ズ
が

あ
る

か
 

【
現
状
】

 

・
バ
ス
が
通
っ
て
い
な
い
、

ま
た
は
本
数
が
少
な
い
。

 

・
歩
い
て
い
け
る
距
離
に
ス

ー
パ
ー
な
ど
が
な
い
。

 

・
地
区
別
で
高
齢
化
率
が
市

内
第
２
位
。
 
・
地
域
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

 

・
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
多
く
い
る
が
、
支
え
合
い
に
は
結
び

つ
き
に
く
い

 

【
ニ
ー
ズ
】

 

・
買
い
物
や
通
院
等
の
移
動

手
段
。

 

・
生
活
困
窮
世
帯
や

4
0
代
～

5
0
代
の
ひ

き
こ
も
り
な
ど
社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
人
の
居
場
所
。

 

・
気
軽
に
参
加
で
き
、
活
躍

の
で
き
る
場

 

  

 
内
容

 

現
在

取
り

組
ん

で

い
る

こ
と

、
見

え

て
き

た
課

題
 

■
談
笑
タ

イ
ム
（
相
談
会
）
の
開
催
に
つ

い
て

 

 
毎
月
第

１
・
３
木
曜
日
 

1
0
時

0
0
分
～

1
2
時

0
0
分
 
富
岡
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
（

H
3
0

.1
0

月
～
）

 

相
談
会
を
通
し
て
地
域
住
民
と
顔
の
見
え
る
関
係
作
り
を
行
い
、
個
別
ケ
ー
ス
や
地
域
ニ
ー
ズ

の
発
見
、
地

域
資
源
の
発
掘
・
開

発
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
て
い
る
。

相
談
会
で
は
、
「
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」、
「

ち
ょ
っ
と
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
内
容
が
多
く
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
場

を
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 

民
生
委
員
が
抱
え
て
い
る
相
談
を
ど
こ
に
話
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
声
も
出
て
い
る
た
め
、

民
生
委
員
と
相
談
を
し
な
が
ら
、
民
生
委
員
と
と
も
に
動
け
る
窓
口
と
し
て

も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

 

 ■
買
物
支

援
隊
に
つ
い
て

 

下
富
や

中
富
を
は
じ
め
と
し
て
、
近
所
に
ス
ー
パ
ー
が
な
い
た
め

に
、
高
齢
に
な

っ
て
車
や
自
転
車
が
使

え
な
く
な

る
と
、
買
い
物
が
難
し
く
な
る

地
域
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
富
岡
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て

、

自
分
の
目

で
見
て
買
い
物
を
し
た
い
住
民

と
、
施

設
の
社
会
貢

献
が
合
致
し
た
取

り
組
み
と
し
て
買
物
支
援

隊
（
ネ
オ
ポ
リ
ス
、
中
富
）
が
立
ち

上
が
っ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
日
中
空
い
て

い
る
社
会
福
祉
法
人
等
の

車
両
に
、
買
い
物
の
際

移
動
に
課
題
の
あ
る
住
民
と
、
民
生
委

員
や
民
生
委
員

O
B
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が

乗
っ
て
、
ス
ー
パ
ー
ま
で
移
送

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
課
題
）

 

・
通
院
へ

の
移
動
手
段
等
、
買
い
物
以
外

の
日
常
生
活
に
関
す
る
移
送
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

 

 （
そ
の
他

の
課
題
）

 

・
富
岡
地
区

は
自
治
会
を
基
盤
と
し
た
活
動

が
活
発
で
あ
る
が
、
自
治

会
長
な
ど
の
と
こ
ろ
へ
全
て
情
報
が

集
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
ニ
ー

ズ
を
抱
え
た
住
民
・
世
帯
が
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
る

。
よ
り

多
く
の
住

民
と
協
力
し
て
ア
ン
テ
ナ
を
張

る
こ
と
が
必
要
。

 

 

 

 

・
現
在
、
富
岡
地
区
で

は
地
区
が
広
範
囲
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
一
箇
所

に
関
係
者
す
べ

て
が
集
ま
っ
て
会
議
等
を
開
催

し
て
い
る
。
今

後
は
地
区
全
体
の
動
き
と
合
わ
せ
て
、

よ
り
小
地
域
に

根
ざ
し
た
形
で
の
取
り
組
み
方

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

 

 

 

C
S

W
が

こ
れ

か
ら

取
り

組
み

た
い

こ
と

 

①
富

岡
地

区
で

の
拠

点
づ

く
り

 
 
ま
ず
は

C
S

W
が
常
駐
で
き
る
よ
う
な
拠
点
を
作
り
た
く
、
最
終

的
に
は
小
学
校
区
程
度
に
区
分

し
た
範
囲
で
の
活
動
が
行
え
る

拠
点
を
構
築
し

た
い
。
富
岡
地
区
内
だ
け

で
も
広
範
囲
に
わ
た
る
た
め
、
地
区
全

体
と
し
て
一
つ
の
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い

く
に
は

限
界
が
あ
る
。

特
に
、
生
活
支
援
や
支
え

合
い
の
活
動
は
、
比
較
的
近
隣
同
士
の

支
え
合
い
で
あ
る
方
が
ス
ム

ー
ズ
で
あ
る

た
め
、

地
区
全
体
で
の
動
き
と
あ

わ
せ
て
、
よ
り
小

地
域
に
根
ざ
し
た
形
で
の
活
動

と
そ
の
拠
点
を
作
り
た
い
。（

現
状
と
し
て

は
地
域
で
の

取
り
組
み
を
行
い
た
い
住

民
と
ま
だ
つ
な
が
り
を
持
て
て

い
な
い
た
め
、
住
民
と
の
関
係

作
り
が
優
先
さ
れ
る
。）

 

⇒
担
当

C
S

W
と
し
て

は
、
北
中
公
民
館
が
地
域
住
民

に
積
極
的

に
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
モ
デ

ル
的
に
拠
点
と
し
て
使
う
こ
と

が
出
来
な
い
か
を
検
討
し

て
い
る
。
今
後
、
拠
点
と
し
て
使
え
る
場

所
の
情
報
収
集
及
び
検
討
を
行

っ
て
い
く
。（

現
在
、
中
央
部
：

富
岡
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
、
東
部
：
か
し
の
木
学
園
、

西
部
：
北
中
自
治
会
館
を
検
討

中
。）

 

 ②
見

守
り

体
制

の
仕

組
み

づ
く

り
 

 
専
門
機
関
に

よ
る
見
守
り
の
体
制
等
は
比

較
的
進
ん
で
き
て
い
る
一
方
で
、
近
所

で
暮
ら
す
住
民
同
士
で
の

見
守
り
の
仕

組
み
の

見
直
し
を
行
い

、
新
た
な
構
築
や
可
視
化

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
専
門
職
が
関
わ

る
こ
と
で
地
域
住
民
同
士
の

関
係
が
薄
く

な
っ
て

い
る
傾
向
も
見

ら
れ
る
た
め
、
意
図
的
に

住
民
同
士
の
見
守
り
に
つ
い
て
構
築
・

可
視
化
し
、
住
民
の
役
割
意

識
を
育
て
て

い
く
。

見
守
り
体
制
の

構
築
に
は
、
住
民
相
互
の

自
然
な
関
係
づ
く
り
が
不
可
欠
と
な
る

た
め
、
住
民
同
士
の
関
係
づ

く
り
の
支
援

も
行
っ

て
い
く
必
要
が

あ
る
。
ま
ず
は
す
で
に
あ

る
ケ
ー
ス
か
ら
関
係
す
る
地
域
住
民
に

よ
る
見
守
り
の
体
制
を
構
築

し
、
住
民
相

互
の
関

係
づ
く
り
を
行

っ
て
い
く
。
長
期
的
な
視

点
で
見
た
と
き
に
、
ゴ
ミ
出
し
や
簡
単

な
生
活
の
相
談
相
手
な
ど
、

支
え
合
い
の
活
動
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
す

。
 

 
 

③
富

岡
地

区
住

民
懇

談
会

（
小

地
域

版
）
 

 
現
在
、
富
岡

地
区
全
体
で
年
１
回
の
住
民

懇
談
会
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
富
岡
地

区
内
で
も
広
範
囲
に
な
る

た
め
、
課
題

に
ば
ら

つ
き
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
住
民
に
と
っ

て
よ
り
身
近
な
地
域
で
の
ニ
ー
ズ
発
見

を
行
い
た
い
。
現
在
３
地
区

ま
た
は
４
地

区
（
小

学
校
区
程
度
）
に
分
け
た
形
で
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
身
近
な
地
域
で
の
ニ
ー

ズ
発
見
を
住
民
自
身
が
行
う
こ

と
で
、

地
域
活
動
へ
の
興
味
・
参

加
意
欲
を
高
め
て
い
く
こ
と
も

意
図
し
て
い
る
。

 

 
富
岡
地
区
全

体
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
合
わ
せ

て
、
よ
り
小
地
域
で
の
ニ
ー
ズ
を
発
見

し
、
近
隣
住
民
同
士
に
よ

る
支
え
合
い

、
課
題

解
決
の
仕
組
み
づ
く
り
を

探
っ
て
い
く
。

 

一
方
で
、
新
規
参
加
者
を
増
や
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
が
偏
っ
た
形
で
表
出
さ
れ
な
い
よ

う
に
促
し
て
い
く
。
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平
成

3
0
年
度

C
S

W
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

 新
所
沢
地
区

 平
成

3
1
年

1
月

1
6
日

作
成

 

担
当

地
域
（

地
区
）

の
状
況

 

基
本
情

報
 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）
】

平
成

3
0
年

9
月
末

現
在

 
【
高

齢
化

率
】

 

地
区
全
体
（
世
帯
数
）

 
2

8
,4

0
5
人
（

1
3
,2

8
8
世
帯
）

 
市
全
体
（

H
3
0

.9
月
現
在
）

 
2

6
.4

4
％

 

年
少
人
口

0
～

1
4
歳

 
3

,4
3
7
人
（

1
2
.0

9
％
）

 
新
所
沢
地
区

 
2

4
.1

7
％

 

生
産
年
齢
人
口

1
5
～

6
4
歳

 
1

9
,7

8
8
人
（

6
9
.6

6
％
）

 
【
自

治
会

】
 

前
期
高
齢
者

6
5
～

7
4
歳

 
3

,2
3
4
人
（

1
1
.3

8
％
）

 
自
治
会
数

 
1

8
 

後
期
高
齢
者

7
5
歳
～

 
 

3
,6

3
2
人
（

1
2

.7
8
％
）

 
自
治
会
加
入
率

 
6

2
.9
％

 

 

ど
の

よ
う

な

ニ
ー

ズ
が

あ

る
か

 

 

【
現
状
】

 

新
所
沢
駅
付

近
は
活
動
の
拠
点
と
な
る
公

共
施
設
も
多
く
、

様
々
な
イ
ベ
ン

ト
も
あ
り
、
利
便
性
が
高
い

た
め
か
、
地
域

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

元
気
な
高
齢
者

が
多
い
。
一
方
で
配

偶
者
に
先
立
た
れ
た
単
身

高
齢
者
や
虚
弱

高
齢
者
も
多
く
、
自
宅
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち

に
な
り
、
誰
と
も
会

話
せ
ず
に
日
々
を
過
ご
し

て
い
て
、
認
知
症
の
発
見
が

遅
く
な
っ
た
り
、
孤
独
死
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
（
特
に

U
R

団
地
か
ら
多
く

相
談
が
上
が
る
）。

 

向
陽
町
や
青

葉
台
エ
リ
ア
に
は
戸
建
て
住

宅
が
密
集
し
て
い

る
が
、
空
き
家

や
住
宅
の
維
持
管
理
が
困
難

に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
住
宅
も
い
く
つ
か
見

受
け
ら
れ
る
。

ま
た
青
葉
台
や
向
陽

町
の
西
部
は
地
区
内
に
歩

い
て
行
け
る
範
囲
に
サ
ロ

ン
な
ど
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

 

榎
町
エ
リ
ア

は
近
年
住
宅
の
開
発
が
す
す

み
、
比
較
的
新
し

い
戸
建
て
住
宅

が
多
く
、
子
育
て
中
の
若
い

世
代
が
多
い
。
住
民
た
ち
が

集
ま
れ
る
集
会
所
等
が
近
く
に
な
い
。
 
 

【
必
要
な
ニ
ー
ズ
】

 

・
住
民
同
士
が
見
守
り
あ
う

仕
組
み

 

・
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
体

制
の
整
備

 

・
住
民
や
自
治
会
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
の
課
題
の
共
有
や
連
携

 

・
歩
い
て
行
け
る
範
囲
の
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所

 

・
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持

っ
て
参
加
で
き
る
場
所

 

・
多
世
代
で
交
流
で
き
る
場

所
 

 
 

 

 
内
容

 

現
在

取
り

組

ん
で

い
る

こ

と
、
見

え
て

き

た
課
題

 

■
C

S
W

に
よ
る
（
個

別
・
地
域
）
ニ
ー
ズ
の
キ
ャ
ッ
チ

 

①
『
ぐ
り
ー
ん
ぽ
け
っ
と
』
に
お
け
る
福
祉
な
ん
で
も
相

談
会
の
実
施
（
毎
月
第

3
金
曜
日
）

 

②
住
民
懇
談
会
の
開
催
（

向
陽
町
・
緑
町
〔
主
に

U
R
エ
リ
ア
〕
）

 

 

（
現
状
）
相
談

会
で
は
、
生
活
の
ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と
や
、
一
人
暮

ら
し
の
不
安
に
つ
い
て
の

話
が
多

い
。
民
生
委
員
か
ら
は
、

U
R
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
生
活
は
何
と
か
自
立
し
て
い
る
も
の
の
、

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
な
い
（
認
知
症
や

精
神
疾

患
が
疑
わ
れ
る
）
方
や
、

引
き
こ

も
り
が
ち
な
方
に

つ
い
て
の
相
談
が
増
え
て
い
る

。
 

（
課
題
）
地
域

活
動
や
制
度
に
つ
な
が
り
づ

ら
い
方
々
を
ど
う
地
域
で
見

守
れ
る
か
の
検
討
。
サ
ー

ビ
ス
導

入
が
必
要
な
方
を
見
過
ご

す
こ
と
な
く
、
必
要
な
タ

イ
ミ
ン

グ
で
ど
う
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

て
い

け
る
か
。

 

 

■
団
体
の
地
域
活
動

の
支
援

 

①
し
ん
と
こ
広
場

な
な
い
ろ

 

（
現
状
）
新
所
沢
地
区
と
新
所
沢
東
地
区
の
地
域
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
有

志
に
よ
り
、
平
成

3
0
年

5
月

～
誰
で

も
気
軽

に
集
え
る
居
場
所
「
し
ん
と

こ
広
場
な
な
い
ろ
」
を

開
催
。
ま
た

新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
平
成

3
1
年

1
月
～
子

ど
も
の
居
場
所
も
あ
わ
せ
て

実
施
し
て
お
り
、
立
ち
上
げ
の
サ

ポ
ー
ト

を
行
っ

た
。

 

（
課
題
）
現
状
で
は
こ
ど

も
の
居
場
所
と
し
て
は
開
館

時
間
が
短
い
た
め
、
放
課

後
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
と
し

て
の
定
着
が
課
題
と
な
る

。
ま
た
今
後
、
貧
困
世
帯

の
子
ど
も

や
、
様
々
な
家
庭
の
事
情

が
あ
る

子
ど
も
が
い
る
と
き
に
は
、
運

営
や
対
応
方
法
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 
 

■
小
さ
い
単
位
で
の

支
え
合
い
活
動
の
支
援

 

①
サ
ロ
ン
の
立

ち
上
げ

 

（
現
状
）
向
陽
町
で
住
民

座
談
会
を
開
催
し
た
際
に
、

住
民
の
支
え
合
い
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
た
と
こ

ろ
、
参

加
し
て
い
た
住
民
か
ら
「
自

宅
を
開
放
し
て
サ
ロ
ン

を
や
り
た

い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ

た
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

協
力
し
て
、
立
上
げ
に
向

け
て
の
助

言
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

た
。

 

（
課
題
）
自
宅

を
開
放
す
る
が
ゆ
え
に
、
誰
に

で
も
オ
ー
プ
ン
な

空
間

と
す

る
こ
と
は

難
し

い
様
子

。
 

 

 

C
S

W
が

こ
れ

か
ら

取
り
組

み
た

い
こ

と
 

①
住

民
同

士
で

も
で
き

る
見

守
り
活

動
に

つ
い

て
話

合
い

を
行

う
 

引
き

こ
も
り
や
孤
独
死
を
な
く
し
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
と
し
て

、
ま
ず
は
自
治
会
、
包
括
、

U
R

な
ど
の
参
加
の
も
と
、

住
民

懇
談
会
を
開
催
し
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い

の
実
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
見
守
り
や
支
え
合
い
に
つ

い
て
考
え
る
場
を
設

け
る

。
そ
の
後
、
見
守
り
の
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

 

 

②
高

齢
者

の
生

き
が

い
の

場
と

子
ど

も
の

居
場

所
の

推
進

 

多
世

代
交
流
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場
と
し
て
、
し
ん
と
こ
広
場
な

な
い
ろ
の
子
ど
も
の
居
場
所

の
取
組
み
が
安
定
す
る

よ
う

、
側
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

。
子
ど
も
の

参
加
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
子
ど
も
自
身

が
担
い
手
に
な
っ
た
り
、
意
見
を

取
り

入
れ
た
運
営
を
助
言
し
て
い
く

。
ま
た
こ
の

取
組
み
が
地
域
で
定
着
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
に
課

題
を
抱
え
る
子
ど
も

の
居
場

所
に
な
っ
た
り
、
関
係
機
関
か

ら
相
談
や
情
報
が
入
り
や
す

く
な
る
た
め
、
積
極
的
に
情
報

提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

 

 

③
サ

ロ
ン

の
立

ち
上

げ
を

支
援

す
る

 

歩
い

て
行
け
る
範
囲
の
中
で
住
民
同

士
の
支
え
合
い
の
輪
が
広
が
る

よ
う
に
、
サ
ロ
ン
な
ど
小
さ
い

単
位
で
の
支
え
合
い
活

動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
特
に
立

ち
上
げ
時
の
フ
ォ
ロ
ー
等
、
活

動
が
軌
道
に
乗
り
継
続
で
き
る

よ
う
見
守
っ
て
い
く

 

 

 

21 



平
成

3
0
年
度

C
S

W
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

 新
所

沢
東
地

区
 平

成
31

年
1
月

16
日

作
成

 

担
当

地
域

（
地
区

）
の
状
況

 

基
本
情

報
 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

平
成

3
0
年

9
月

末
現

在
 

【
高
齢

化
率

】
 

地
区
全
体
（
世
帯

数
）

 
1
6

,5
8
1
人
（

8
,0

8
6
世
帯
）

 
市
全
体
（

H
3
0
.９

月
現
在
） 

2
6
.4

4
％

 

年
少
人
口

0
～

1
4
歳

 
2

,1
0
1
（

1
2

.6
7
％
）

 
新
所
沢

東
地
区

 
2

3
.4

8
%

 

生
産
年
齢
人
口

1
5
～

6
4
歳

 
1

0
,5

8
7
（

6
3

.8
5
％
）

 
【

自
治

会
】

 
 

前
期
高
齢
者

6
5
～

7
4
歳

 
1

,9
5
2
人
（

1
1

.7
7
％
）

 
自
治
会

数
 

8
 

後
期
高
齢
者

7
5
歳
～

 
1

,9
4
1
人
（

1
1

.7
1
％
）

 
自
治
会

加
入
率

 
6

5
.3
％

 

 

ど
の
よ

う
な

ニ
ー

ズ
が

あ
る

か
 

 

【
現
状
】

 

住
民
の
高
齢
化
に
伴
い
、
つ
な
が
り
や
み
ま
も
り
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
閉
じ
こ
も
り

 

を
防
止
す
る
た

め
に
、
地

域
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
て
も

、
参
加
し
な
い
人
も
多

い
。
地
域
情
報
を
知

ら
な

い
方
が
多
い
の

で
、
参
加

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
地
区
内
に
は
体

操
教
室
等
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
気
軽

に
誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
サ
ロ
ン

な
ど
の
居
場

所
が
少
な
い
。
多
世
代
で
交
流
で
き

る
と

よ
い
。

 

大
雪
が
降
っ
た
際
に
高
齢
者
の
世
帯
な
ど
雪
か
き
が
で
き
な
い
家
が
あ
っ
た

。
 

ま
た
、
自
治
会
で
災

害
時
の
要
援
護
者
の
安
否
確
認

を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が

、
ど
の
よ
う
に
実

施
し

た
ら
い
い
の
か

困
る
。

 

【
必
要
な
ニ
ー
ズ

】
 

・
地
域
住
民
同
士
が
交
流
を
す
る
た
め
に
も
、
地
域
の
中

に
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
れ
て
、
気

軽
に
お
し
ゃ
べ
り

が
で
き
る
よ
う
な
場
所
（
サ
ロ
ン

）。
 

・
多
世
代
で
交

流
で
き
る
場

 

・
地
域
活
動
な

ど
の
情
報
を
身
近
に
得
ら
れ
る

ツ
ー
ル

 

・
雪
か
き
の
担

い
手

 

・
災
害
時
の
安

否
確
認
の
仕
組
み

 

 

 
内

容
 

取
り

組
ん

で
い

る

こ
と

、
見

え
て

き

た
課

題
 

■
サ

ロ
ン
な
ど
居
場
所
づ
く
り
の
提

案
・
助
言

 

【
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
】

 

①
地
域
ケ
ア
会
議
に
て
、
他
地
区
で
自
宅
を
開
放
し

て
サ
ロ
ン
立

上
げ
た
方
の
紹
介
、
実
践
報
告

の
調
整
。

 

②
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
に
向
け
て
の
助
言
等
。

 

【
見

え
て
き
た
課
題
】

 

・
元
気
な
高
齢
者
は
複
数
の

活
動
に
参
加
し
て
お
り
、
地
区
外
に
も
出
掛
け

て
い
る
。
一
方
、
地
域
と
の
接
点

を
持
ち
た
く
な
い
方

、
と
じ
こ
も
り
高

齢
者
も
多
い
。
声

を
か
け
て
も
外
に
出
な
い
方
を

ど
の
よ
う
に
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
も

た
せ
る
の
か
。
サ

ロ
ン
等
の
住
民
の
居
場
所
を
希
望
す
る
声
は
上
が
る
も
の
の
、
担
い

手
が
見
つ
か
ら
ず
、
具
体
的
な
活
動
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 

 ■
団

体
等
が
行
う
地
域
活
動
の
支
援

 

【
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
】

 

①
地
域
マ
ッ
プ
作
り
の
取
組
み
の
サ
ポ
ー
ト

 

し
ん
と
こ
イ
ー
ス
ト

ネ
ッ
ト
高
齢
者
い
た
わ
り
部
会

で
『
新
所
沢
お
役
立
ち
マ

ッ
プ
』
を
紹
介
し
た
。
新

所
沢
東
地
区
で
も
作
成
し
た
い
と
の
声
が
上
が
り
、
部
会
の
委
員
で
役
割
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、
現
在
進
行

中
。
年
度
内
に
完
成
す
る
予
定
。

 

【
見
え
て
き
た
課
題
】

 

 
 
マ
ッ
プ
の
作
成
だ
け

に
終
わ
ら
ず
、
こ
の

マ
ッ
プ
作
り
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
住
民
の
方
々
と
高
齢
者

の
見
守
り
や
社
会
参
加
に
つ
い
て
話
を
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

 

②
し
ん
と
こ
イ
ー
ス
ト
ネ
ッ
ト
へ
の
新
所
沢
地
区
の
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
運
動
の
情

報
提
供
 

 

【
見
え
て
き
た
課
題
】

 

 
災
害
時
の
安
否
確
認
に

と
ど
ま
ら
ず
、
平
時
に
見
守
り
合
う

仕
組
み
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
す
る
必
要
が
あ

る
。

 

 

 

C
S

W
が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
地

域
情

報
の

発
信

 

▪
高

齢
者

情
報

マ
ッ

プ
作

り
 

マ
ッ
プ
の
作
成
は
多
く
の
住

民
の
目
に
留
ま
る
活
動
で
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
し
ん
と
こ
イ
ー
ス
ト
ネ
ッ
ト
の
高
齢
者
い
た

わ
り
部
会
を

P
R
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
通
じ
て
、
し
ん
と
こ
イ
ー
ス
ト
ネ
ッ
ト
の
活
動
を
盛
り
上
げ

て
い
き
つ
つ
、
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
。
住
民
の
方
の
地
域
づ
く
り

へ
の
意
識
が
高
め
ら
れ
る
よ
う

は
た
ら
き
か
け
て
い
き
た

い
。
ま
た
、

C
S

W
と
し
て
は
、
高
齢
者
情
報
マ
ッ
プ
を

、
自
宅
に
引

き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
ツ
ー
ル
と

し
て
使
っ
て
い
き
た

い
。

 

▪
ふ

く
し

掲
示

板
の

設
置

 

地
域
活
動
の
情
報
を
発
信
す

る
た
め
、
ふ
く
し
掲
示
板
を
地
区
内
に
増
や
す
。

 

 

②
居

場
所

づ
く

り
の

取
組

み
 

▪
居

場
所

づ
く

り
の

た
め

の
懇

談
の

場
を

設
定

す
る

 

ラ
ー
ク
所
沢
や
花
園
会
館
等

、
公
的
施
設
や
町
会
館
な

ど
を
活
用
し
た
多
世
代
交
流
の

イ
ベ
ン
ト
や
、
居
場
所
づ
く
り
の
た
め

の
懇
談
の
場
を
設
け

、
具
体
的
な
居
場
所
づ
く
り
に

つ
な
が
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

 

▪
地

区
内

で
使

え
る

助
成

金
の

し
く

み
づ

く
り

 

し
ん
と
こ
イ
ー
ス
ト
ネ
ッ
ト

と
協
力
を
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
助
成
金
（
社
協

）
等
を
活
用
し
て

、
地
区
内
で
使
え

る

助
成
金
の
し
く
み
を

整
理
し
て
、
自
発
的
な
取
り
組

み
を
応
援

す
る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

 

 

③
担

い
手

の
発

掘
・
育

成
 

住
民
活
動
へ
意
識
を
高
め
る

た
め
の
啓
発
の
場
（
懇
談
会
や
福
祉
講
座

等
）
を
設

け
、
地
域
活
動
の
新
し
い
担
い
手
の
発
掘

に

つ
な
げ
る
。
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平
成

3
0
年
度

C
S

W
地

域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

 三
ヶ

島
地
区

 
平

成
3
1
年

1
月

1
6
日

作
成

 

担
当

地
域

（
地
区

）
の
状
況

 

基
本

情
報

 

【
人
口

（
割

合
パ

ー
セ

ン
ト

）】
平

成
3

0
年

9
月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

 

地
区
全

体
 

（
世
帯

数
）

 

4
1
,6

7
3
人
（

1
8

,9
1
6
世

帯
）

 

市
全

体（
H

3
0
.9

月
現

在
） 

2
6
.4

4
％

 

年
少
人

口
0
～

1
4
歳

 
4
,7

3
4
人

（
1
1
.3

5
％
）

 
三
ヶ

島
地

区
 

3
0
.7

2
％

 

生
産
年

齢
人

口
1
5
～

6
4
歳

 
2
4

,1
3

8
人

（
5
7
.9

2
％
）

 
【
自

治
会

】
 

前
期
高

齢
者

6
5
～

7
4
歳

 
6

,5
4

1
人
（

1
5
.6

9
％
）

 
自
治

会
数

 
1

7
 

後
期
高

齢
者

7
5
歳

～
 

6
,2

6
0
人
（

1
5
.0

2
％
）

 
自
治

会
加

入
率

 
6
4

.3
％

 

      

ど
の
よ

う
な

 

ニ
ー

ズ
が

あ
る

か
 

   

【
三

ヶ
島

第
一

地
区
（
三

ヶ
島

、
和
ヶ

原
、

林
、

西
狭
山
ヶ
丘

）】
 

【
現
状

】
 

・
地

域
の

つ
な

が
り

、
関

係
が

良
好

で
地

区
ご

と
の

お
祭

り
や
催

し
の

参
加

も
積

極
的

で
顔

が
見

え

る
関
係

が
で

き
て

い
る

。
地

区
に

早
稲
田

大
学

や
県
立

芸
術

総
合

高
等

学
校

が
あ
る

。
 

・
狭

山
ヶ

丘
駅

か
ら
遠
く

、
車

が
な
い

と
移

動
や

買
い
物
な
ど

交
通

ア
ク

セ
ス
が

不
便

。
 

・
街

灯
が

少
な

く
、

夜
間

は
暗

い
。

道
幅

が
狭

い
割

に
大

型
ト
ラ

ッ
ク

な
ど

の
交

通
量

が
多

く
、

こ

ど
も
や

高
齢

者
、

自
転

車
利

用
者

に
対
し

て
危

険
な
箇

所
が

あ
る

。
 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 

・
送
迎

サ
ー

ビ
ス

。
 
・
見

守
り

や
交

通
安

全
パ
ト

ロ
ー

ル
の

強
化

。
 
・
学

生
と

交
流
で

き
る

場
所
。 

【
三

ヶ
島

第
二

地
区
（
東

狭
山

ヶ
丘
、

狭
山

ヶ
丘

、
若
狭
）】

 

【
現
状

】
 

・
狭

山
ヶ

丘
駅

周
辺
は
転

入
者

が
多
く

、
隣

近
所

と
の
関
係
も

希
薄

で
、

自
治
会

加
入

率
も

低
い
。

 

・
活

動
拠

点
が

出
来
た
が

遠
く

て
行
き

に
く

い
。

 

【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 

・
地

域
と

の
つ

な
が
り
や

顔
が

見
え
る

関
係

を
築

け
る
居
場
所

や
活

動
。

 

・
施

設
利

用
料

が
か
か
ら

ず
、

無
料
で

気
軽

に
集

え
る
場
所
が

欲
し

い
。

 

 

  
内

 
容

 

現
在
取

り
組

ん
で

い
る
こ

と
、

見
え

て
き
た

課
題

 

【
三

ヶ
島

第
一

地
区
（
三

ヶ
島

、
和
ヶ

原
、

林
、

西
狭
山
ヶ
丘

）】
 

■
み

ん
な

の
縁

側
 
み
か

じ
ま

 
さ
ん
さ

ん
 

 
夏

休
み

に
6
日
間

の
学

習
支
援
、

冬
休

み
に
ク

リ
ス

マ
ス
会

を
実

施
。

地
域
住
民

と
学

生
ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
が

交
流

す
る

機
会

と
な

り
、

自
治

会
や

民
生

委
員

・
児
童

委
員

と
も

つ
な

が
っ

た
。

こ
の

つ

な
が

り
を

き
っ

か
け
に
学

生
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

と
地

域
の
関
わ
り

が
増

え
た

。
 

（
課

題
）

 

・
拠

点
は

で
き

た
が
周
辺

住
民

以
外
は

な
か

な
か

集
ま
り
に
く

く
、

場
所

も
分
か

り
に

く
い

。
 

・
拠

点
の

活
用

方
法
や
周

知
方

法
。

 

 ■
空

ち
ゃ

ん
和

ヶ
原
 
こ

ど
も

食
堂

 

和
ヶ
原

地
区

に
お

い
て

林
小

学
校

校
区

を
対

象
に

こ
ど

も
食
堂

の
立

ち
上

げ
に

向
け

て
取

り
組

み

中
。

1
3
区
集

会
所

を
使
用

す
る

こ
と
が
決

定
。

1
3
区

の
自

治
会

に
も

呼
び

掛
け
、
地
域
全

体
で

お
互

い
支

え
合

い
な

が
ら
活
動

で
き

る
と
良

い
。

主
任

児
童
委
員
が

気
に

な
る

世
帯
と

つ
な

げ
て

い
く
。

 

 

（
課

題
）

 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス
タ

ッ
フ

な
ど

担
い

手
の

確
保

。
 

 【
三

ヶ
島

第
二

地
区
（

東
狭

山
ヶ

丘
、

狭
山

ヶ
丘

、
若
狭
）】

 

■
よ

ろ
ず

相
談

 

 
毎

月
第

2
水
曜
日

に
和

ヶ
原
支
え

合
い

セ
ン
タ

ー
で

相
談
会

を
実

施
。

和
ヶ
原

商
店

街
で

高
校

生

が
主

体
と

な
っ

た
イ

ベ
ン

ト
や

企
画

も
あ

り
、

商
店

街
や

学
生

と
の

連
携

、
地

域
活

性
化

に
社

協
と

し
て

も
関

わ
り

が
持
て

る
と

良
い

。
 

（
課

題
）

 

・
相

談
会

の
認

知
度
が

低
い

。
周

知
方

法
。

 

 

 

C
S

W
が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

①
み

ん
な

の
縁

側
 

み
か

じ
ま

 
さ

ん
さ

ん
 
を

活
用

し
た

地
域

活
動

 

 
地
域

住
民
の

居
場
所

や
つ

な
が
り

づ
く

り
の
き

っ
か

け
と

な
る

よ
う
な

取
り
組

み
を

地
域
の

方
々
と

相
談

し
な
が

ら
推

進
し
た

い
。
早
稲

田
大
学

の
学

生
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク

出
場

を
目
指

す
学

生
と

も
学

校
、

P
T

A
、
自
治
会

と
連

携
を
図

り
な
が

ら
地

元
を
あ

げ
て
活

性
化

で
き
る

よ
う

な
取

り
組

み
、
地

域
交
流

の
企

画
の
場

と
し
て

展
開

し
て
い

き
た

い
。

 

 ②
１

３
区

集
会

所
を

活
用

し
た

こ
ど

も
食

堂
 

 
１
３

区
に
あ

る
小
学

校
に

主
任
児

童
委

員
が
気

に
な

る
児

童
が

数
名
い

る
こ
と

、
三

ヶ
島
第

一
地
区

に
こ

ど
も
食

堂
が

な
い
こ

と
か

ら
立

ち
上
げ

た
い

と
い
う

声
が

２
年

ほ
ど

前
か
ら

あ
り

、
そ
の
実

現
に

向
け
て

取
り

組
ん
で

い
き

た
い
。
民

生

委
員
・
児
童

委
員

だ
け
で

は
手

が
足
り

ず
、
１
３

区
の

自
治
会

や
住

民
に

も
呼
び

か
け

を
し

、
地
域

と
連

携
し
な
が
ら

サ
ポ

ー
タ
ー

を
増

や
し

た
い
。

 

 ③
防

災
意

識
を

高
め

る
取

り
組

み
 

 
東
狭

山
ヶ

丘
エ

リ
ア
で

の
ケ

ア
会
議

で
防

災
に

つ
い

て
あ
ま

り
関

心
が

な
か
っ

た
こ

と
か

ら
、
三

ヶ
島

第
二
地

区
の

第
2

層
生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
と
連

携
し
、
三

ヶ
島

第
一
地

区
に

在
籍

し
て
い
る

防
災

士
の
協

力
を

得
て
、
小
単
位
で

の

防
災
講

話
や

H
U

G
訓
練

な
ど
を
実

施
し

た
い
。
こ

の
取
り

組
み

を
つ

う
じ

て
住

民
の
防

災
意
識
を

高
め

、
い

ざ
と
い

う
と

き
に
備

え
る

。
災

害
時
に

自
助

が
で
き

る
知

識
や

心
構

え
を
学

び
、
共
助

が
で
き

る
顔

が
見

え
る

関
係

づ
く

り
・
地
域

づ
く

り
を
進

め
て

い
き

た
い
。
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平
成

3
0
年
度

C
S

W
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

 小
手
指
地
区

 平
成

31
年

1
月

1
6
日

作
成

 

担
当

地
域
（

地
区
）

の
状
況

 

基
本
情

報
 

【
人

口
（

割
合
パ

ー
セ

ン
ト

）】
平

成
3

0
年

9
月
末

現
在

 
【
高

齢
化

率
】

 

地
区
全
体
（
世
帯
数
）

 
4

9
,4

5
4
人
（

2
2
,1

2
3
世
帯

）
 

市
全
体
（

H
3
0
.9

月
現
在
） 

2
6

.4
4
％

 

年
少
人
口

0
～

1
4
歳

 
6
,4

4
1
人
（

1
3

.0
2
％
）

 
小
手
指
地
区

 
2

5
.3

3
％

 

生
産
年
齢
人
口

1
5
～

6
4
歳

 
3
0

,4
8

7
人
（

6
1

.6
4
％
）

 
【
自

治
会

】
 

前
期
高
齢
者

6
5
～

7
4
歳

 
6
,7

9
4
人
（

1
3

.7
4
％
）

 
自
治
会
数

 
7
2
 

後
期
高
齢
者

7
5
歳
～

 
 

5
,7

3
2
人
（

1
1

.5
9
％
）

 
自
治
会
加
入
率

 
5

9
.7
％

 

   ど
の
よ

う
な

 

ニ
ー
ズ

が
あ

る
か

 

 

【
小
手
指
第
一
地
区
】

 

（
現
状
）
地
縁

の
つ
な
が
り
の
強
い
地
域
で
は

、
自
然
な
形
で
支
え
合
い
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

地
域
か
ら
孤
立
し
て
い
る

相
談
者
が
多
い
地
域
も
あ
る
こ

と
が
見
え
て
き
た
。

 

（
必
要
な
ニ
ー

ズ
）
身
近
な
地
域
の
中
で
、
社

会
に
参
加
す
る
機
会
や
居
場
所
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

誰
で
も

気
軽
に
集
え
る
居
場
所
が

求
め
ら
れ
る
。

 

【
小
手
指
第
二
地
区
】

 

（
現
状
）
駅
前
の
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
新
住
民
も
増
加
し
て
い
る
。

 

（
必
要
な
ニ
ー
ズ
）
交
流
で

き
る
場
所
や
機
会
が
求
め
ら
れ
る
。

 

 

 

 
内
容

 

現
在

取
り

組

ん
で

い
る

こ

と
、

見
え

て

き
た

課
題

 

 【
小
手

指
第
一
地
区

】
 

■
居
場
所

づ
く
り

 

・
こ
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
：
居
場
所
の

あ
り
方
や
立
ち
上
げ
に
向
け
た
話
し
合
い

 

■
ふ
く
し

学
習

 

・
関
係
機

関
や
地
域
の
方
と
一
緒
に
育
む

「
ふ
く
し
学
習
」

 

 （
課
題
）

誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
。

 

 【
小
手

指
第
二
地
区

】
 

■
居
場
所

づ
く
り

 

・
「

S
A

K
U

R
A
☆
シ
ー
ク

レ
ッ
ト
ベ
ー
ス
（

こ
ど
も
の
居
場
所
）」

の
立
ち
上
げ
支
援
（
レ
ジ
デ
ン

シ
ャ
ル

小
手
指

S
a

k
u

ra
）

 

・「
ふ
ぁ
み
り
ぃ

サ
ロ
ン
（
お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
）」

の
立
ち
上
げ
支
援
（
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ

ル
小
手
指

S
a

k
u

ra
） 

 （
課
題
）

ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
。
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
認

知
度
の
低
さ
）

 

  

    

   

C
S

W
が

こ
れ

か
ら

取
り

組
み

た
い

こ
と

 

①
居

場
所

づ
く

り
 

課
題
が
上
が
っ
て
い
る
エ

リ
ア
に
こ
ど
も
食
堂
が
な
く
、
他
地
区

の
こ
ど
も
食
堂
に
通
っ
て
い
る

こ
ど
も
が
い
る
。
こ
ど
も
に

関
す
る
個
別
ケ
ー
ス
が
数
件

上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
民
生
委
員

や
母
子
愛
育
班
の
方
々
な
ど

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
こ

ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
に
つ

な
が
る
よ
う
に
働
き
か
け
た
い
。

 

ま
た
、
小
手

指
第
一
地
区
の
地
域
ケ
ア
会
議

か
ら
、「

ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
」、
「
子
ど
も
会

」、
「
わ
ん
わ
ん

パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
方
々

な
ど
と
、
こ
ど
も
や
高

齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
な

さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
ど
も

達
と
住
民
の
方
々
が
接
点
を
も
て

る
よ
う
な
場
づ
く
り
、
共
に
学
ぶ
場
づ
く
り
を
検
討
し
つ
つ
、
住
民
の
方
々
が
学
校
の
ふ
く
し

学
習
に
も
参
画
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

 

い
ず
れ
は
、
世
代
を
問
わ
ず

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
居
場
所
に
し
た
い
。

 

  ②
地

区
内

で
の

活
動

拠
点

を
つ

く
る

 

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
定
期
的
な
駐
在

が
可
能
な
場
所
を
つ
く
る
。
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
と
相
談
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
ち
ょ
っ
と
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
話
が
で
き
る

場
所
を
つ
く
り
た
い
。

 

  ③
自

治
会

・
民

生
委

員
と

の
交

流
 

自
治
会
：
社
協
会
費
や
共
同

募
金
な
ど
の
ご
協
力
は
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
の
、
自
治
会
数
が
多
く
、
自
治
会
と
の
関
係
性
を

深
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

で
き
る
だ
け
自
治
会
の
役
員
会
等
に
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
。

 

 

民
生
委
員
：
Ｃ
Ｓ
Ｗ

の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
を
増

や
し
、
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
事
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
ま
ず
は
、
定
例
会
に
参

加
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
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 平
成

3
0
年
度

C
S

W
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

 山
口

地
区

 
平
成

3
1
年

1
月

1
6
日
作
成

 

担
当

地
域

（
地
区

）
の
状
況

 

基
本
情

報
 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

平
成

3
0
年

9
月

末
現

在
 

【
高
齢

化
率

】
 

地
区

全
体

（
世

帯
数
）

 
2
8

.1
5

8
人

（
1
2
.7

0
0
世

帯
）

 

市
全
体
（

H
3
0
.9

月
現
在

） 
2

6
.4

4
％

 

年
少

人
口

0
～

1
4
歳

 
3

,3
5
2
人

（
1
1
.5

7
％

）
 
山

口
地

区
 

3
0
.4

7
％

 

生
産

年
齢

人
口

1
5
～

6
4
歳

 
1

6
,7

8
2
人
（

5
7
.9

5
％

）
 
【

自
治

会
】

 

前
期

高
齢

者
6
5
～

7
4
歳

 
4
.8

1
0
人
（

1
6
.6

1
％

）
 
自

治
会

数
 

3
6
 

後
期

高
齢

者
7
5
歳

～
 

4
.0

1
4
人
（

1
3
.8

6
％

）
 
自

治
会

加
入

率
 

5
4
％

 

   

ど
の
よ

う
な

 

ニ
ー

ズ
が

あ
る

か
 

 

【
現
状
】

 

・
こ
ど
も
の
不
登

校
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
支

援
が
増
加
傾
向
。

 

・
高
齢

者
の
サ

ロ
ン
活

動
や
買

い
物
支

援
隊
が

あ
る
も
の

の
担
い

手
不
足

の
た
め

に
継
続
が

難
し
く

な
っ

て

い
る
。

 

・
坂
道
が
多
く
最

寄
り
駅
や
バ
ス
停
ま
で
も
遠
い

地
域
。

 

【
必
要
な
ニ
ー
ズ

】
 

・
子
育
て
中
の
人

達
が
集
ま
れ
る
場
所
が
欲
し
い

。
 

・
若
い
人
達
と
の

交
流
の
機
会
が
ほ
し
い
。

 

・
身
体
を
鍛
え
た

い
と
思
う
人
が
多
い
。

 

 

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で

い
る

こ
と

、
見

え

て
き
た

課
題

 

■
さ
わ
や
か
談
話

室
に
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
月

2
回
常
駐

 

 
【
現
状
】

 

地
域
福
祉
サ
ポ

ー
タ
ー
の
方
が
山
口
地
区
は

4
0
名
を
越
え
て
い

る
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
活

動
を
し
て

い
る
人
は

1
0
名
程
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
さ
わ
や
か
談
話
室
に
立
ち

寄
る
人
も

4
名
程
度
で
固
定

化
し
て
い

る
が

情
報
交

換
が
で
き

て
お
り
今

後
山
口

地
区
で
始

ま
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

ガ
ー
デ
ン

の
か
か
わ

り
な
ど

も

出
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

 

【
課
題
】

 

こ
れ
ら
を
ど
の

よ
う
に
し
て
地
域
に
広
め
て
い

く
の
か
が
課
題
。

 

 
民
生

委
員
さ

ん
か
ら

の
相
談
も

受
け
る
事

が
出
来
る

よ
い
機

会
だ
が
個

別
相
談
が

あ
る
と
き

に
は
談
話

室

が
手
狭
に
な
る

。
 

 ■
ぽ
か
ぽ
か
広
場

山
口

 

 
【
現
状
】

 

こ
ど

も
食
堂

の
現
在
の

ス
タ
ッ
フ

は
、
さ

わ
や
か
談

話
室
が
あ

っ
た
か
ら

こ
そ
人
と

人
を
結
び

つ
け
る

事

が
で
き
た
。
ま
た
、
子
供
と
一
緒

に
参
加
し
て
い
る
親
同
士
の
交

流
が
あ
り
当
事
者
同
志
の
つ
な

が
り
も
生

ま
れ
て
い
る
。

 

【
課
題
】

 

開
催

場
所
が

コ
ミ
セ
ン

と
い
う
場

所
で
山

口
地
区
は

広
い
た
め

場
所
の
問

題
で
参
加

出
来
な
い

子
供
の

た

め
に
新
た
な
場

所
で
開
催
し
て
い
る
た
め
ス
タ

ッ
フ
の
負
担
が
増
し
て
い
る
。

 

 

  

C
S

W
が
こ

れ
か

ら
取

り
組

み
た

い
こ

と
 

 
①

交
流

の
場

 

椿
峰
の
緑

道
を
歩
い
て
ま
ち
セ
ン
か
ら
５

分
程
度
の
と
こ
ろ
（

5
9
街
区

緑
地
）
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
が
始
ま
る
と

こ
ろ
で
あ
る

。
花
壇
作
り
の
計

画
作
り
に
も
地
域
福
祉
サ
ポ
ー

タ
ー
が
参
加
し
て
い

く
。
誰
も
が
外
出
の

機
会
を
増
や
す
き

っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
地
域
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
に
周
知
し
て
い
く
。

 

 

②
た

ま
り

場
2

号
 

 
 
個
人
宅
で

実
際
に
近
隣
の
人

達
の
「
た
ま
り
場
」
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
場
所

が
あ
る
が
、
高
齢

者
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

事
務
所
的
な
と
こ
ろ
に
し
て
誰
も
が
立
ち
寄
れ
る
場
所
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

 

 

③
ト

コ
ろ

ん
元

気
百

歳
体

操
 

ト
コ
ろ
ん

元
気
百
歳
体
操
を

山
口
ま
ち
セ
ン
に
協

力
を
依
頼
し
て
広
め
て
い
く
。
ト
コ
フ
ィ
ッ
ト
同
士

の
情
報
交
換
な
ど

で
き
る
機
会
を
つ
く
る
。
自
治
会
館
等
で
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。
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平
成

3
0
年
度

C
S

W
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

 吾
妻

地
区

 
平

成
3
1
年

1
月

1
6
日

 

担
当

地
域
（
地

区
）

の
状

況
 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

平
成

3
0
年

9
月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

 

地
区

全
体

（
世

帯
数
）

 
3

7
,3

0
0
人
（

1
7

,6
4
3
世

帯
）

 

市
全

体（
H

3
0
.9

月
現

在
） 

 
2
6

.4
4
％

 

年
少

人
口

0
～

1
4
歳

 
4
,3

5
6
人
（

1
1

.6
7
％
）

 
吾
妻

地
区

 
 

2
4

.8
9
％

 

生
産

年
齢

人
口

1
5
～

6
4
歳

 
2

3
,6

6
0
人
（

6
3

.4
3
％
）

 
【
自

治
会

】
 

前
期

高
齢

者
6
5
～

7
4
歳

 
4
,9

3
6
人

（
1
3
.2

3
％
）

 
自
治

会
数

 
1
1
 

後
期

高
齢

者
7
5
歳

～
 

4
,3

4
8
人
（

1
1

.6
5
％
）

 
自
治

会
加

入
率

 
 

 
6
6
％

 

     

ど
の
よ

う
な

 

ニ
ー

ズ
が

あ
る

か
 

  

【
現
状
】

 

・
傾
斜
が
多
く
、

車
い
す
利
用
者
や
高
齢
者
は
移

動
が
不
便
。

 

・
歩
い
て
行
け
る

と
こ
ろ
に
町
内
会
館
や
集
会
所

が
な
い
。（

住
吉
、
南
住
吉
、
西
住
吉

）
 

・
不
審
者
情
報
が

多
い
。（

荒
幡
）

 

・
所
沢
駅
前
の

再
開
発
が
進
行
中
で
将
来
的
に

住
吉
方
面
の
世
帯
数
の
増
加
と

南
小
学
校
、
南
陵
中
学
校
の
児

童
数
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
。

 

【
必
要
な
ニ
ー
ズ

】
 

・
車
い
す
介
助
な

ど
お
願
い
で
き
る
人
が
身
近
に

欲
し
い
。

 

・
歩
い
て
行
け
る

身
近
な
と
こ
ろ
に
気
軽
に
集
ま

れ
る
居
場
所
。（

住
吉
、
南
住
吉
、
西

住
吉
）

 

・
子
ど
も
へ
の
見

守
り
強
化
。
（
荒
幡
）

 

・
住
吉
方
面
の
再
開

発
に
伴
う
こ
ど
も
の
居
場
所
、
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
、
世
代
間
交

流
の
場
、
防
犯
等

が

今
後
ニ
ー
ズ
と
し

て
予
想
さ
れ
る
。

 

 

  

 
内

容
 

現
在

取
り

組
ん

で

い
る

こ
と

、
見

え

て
き
た

課
題

 

■
住
民
座
談
会
の

実
施

 

 
荒
幡

地
区
で

地
域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
と
共
催

で
住
民

懇
談

会
を
実
施

。
幼
稚

園
の
園
長

も
参
加

し
て

お

り
、
ホ
ー
ル
が
空
い
て
い
る
時

間
に
居
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
の
で
は
と
案
が
出
る
。
座
談
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
、
居
場
所
づ
く
り

に
関
わ
り
た
い
参
加
者
と
再

度
話
し

合
っ
た
結
果
、
地
域
交
流
室

の
開
催
（

2
0
1
9

年
1
月

2
9
日

開
始
）
に
至
る
。

 

同
じ
く

住
民
懇

談
会
か

ら
荒
幡

自
治
会

館
の
利
用

に
つ
い

て
も
案

が
出
さ

れ
、
人

と
人
と
を

つ
な
ぐ

場
所

と

し
て
第

2
木
曜

日
を
開
放
す
る
予
定
。

 

（
課
題
）

 

・
地
域
住
民
が
主

体
と
な
る
取
り
組
み
へ
の
意
識

の
向
上
。

 

・
実
働
で
き
る
人

材
の
確
保
。

 

 

     

  

C
S

W
が

こ
れ

か
ら

取
り

組
み

た
い

こ
と

 

①
居

場
所

づ
く

り
 

住
民

懇
談
会
が
き
っ
か
け
で
荒
幡
地

区
に
所
沢
第
二
幼
稚
園
を
活
用

し
た
多
世
代
地
域
交
流
の
場
（
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
っ
！
）
が

１
月

に
立
ち
上
が
る
。
荒
幡

地
区
以
外
に
も
誰
も
が
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
や
交
流
の
場
が
立

ち
上
が
る
よ
う
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

活
用

し
た
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し

た
い
。

 

 ②
こ

ど
も

支
援

 

北
秋

津
こ
ど
も
食
堂
「
と
ん
ぼ

ハ
ウ
ス
」
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
、
主
任
児
童
委
員
・
保
健
セ
ン
タ
ー

等
と
連
携
し
、
孤
食
防
止

や
気

に
な
る
世
帯
へ
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

 

 ③
情

報
発

信
 

身
近

な
と
こ
ろ
で
福
祉
情
報
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
ふ
く
し
掲
示
板
を

増
設
し
た
い
（
現
在
６
枚
）。
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平
成

3
0
年
度

C
S

W
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

 並
木

地
区

 
平
成

3
1
年

1
月

1
6
日
作
成

 

担
当

地
域

（
地
区

）
の

状
況

 

基
本

情
報

 

【
人

口
（

割
合

パ
ー

セ
ン

ト
）】

平
成

3
0
年

9
月

末
現

在
 

【
高

齢
化

率
】

 

地
区

全
体

（
世

帯
数
）

 
2

3
,8

4
7
人
（

1
2
0
2
4
世

帯
）

 
市
全

体（
H

3
0
.9

月
現
在

） 
2
6

.4
4
％

 

年
少

人
口

0
～

1
4
歳

 
2

,5
2
7
人

（
1
0
.6
％

）
 

並
木

地
区

 
3
3

.9
5
％

 

生
産

年
齢

人
口

1
5
～

6
4
歳

 
1

3
,2

2
5
人
（

5
5
.5
％
）

 
【
自

治
会

】
 

前
期

高
齢

者
6
5
～

7
4
歳

 
3

,9
5
4
人
（

1
6
.6
％

）
市
内

№
１

 
自
治

会
数

 
2
5
 

後
期

高
齢

者
7
5
歳

～
 

4
,1

4
1
人
（

1
7
.4
％

）
市
内

№
１

 
自
治

会
加

入
率

 
6

1
.7
％

 

ど
の
よ

う
な

ニ

ー
ズ
が

あ
る

か
 

【
現

状
】

 

・
一

人
親

家
庭

で
親
の
帰

り
が

遅
い
家

庭
が

多
い

。
 

・
高

齢
独

居
で

日
々
孤
食

で
あ

る
た
め

、
食

事
に

無
頓
着
に
な

り
が

ち
の

方
が
多

い
。

 

・
困
窮
・
高

齢
・
多

国
籍
・
母

子
な

ど
、
生
活

上
の

課
題
が
多

い
世

帯
が

多
い
た

め
、
地
域
で

の
支

え
合

い
に
な

か
な

か
目

が
向

か
な

い
こ

と
が
あ

り
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
者

が
不

足
し
て

い
る

。
 

・
高

齢
者

の
取

り
組
み
は

多
い

が
、

3
0
～

5
0
代
で

働
け
て

い
な

い
人

や
引

き
こ

も
り
の

人
は
年
代

も
合

わ
ず
参

加
し

辛
く

、
地

域
で

孤
立

し
が
ち

で
あ

る
。

 

・
組

織
的

な
活

動
で
は
縛

り
が

多
く
な

る
た

め
、

組
織
化
せ
ず

に
気

軽
に

活
動
に

参
加

し
た

い
。

 

・
体
操

教
室

が
多

く
、
活
気

の
あ

る
方

が
参
加

で
き

る
居
場
所

は
あ

る
が

、
虚
弱
の

方
・
ゆ
っ

く
り

過
ご

し
た
い

方
は

参
加

し
づ

ら
い

。
 

 【
必

要
な

ニ
ー

ズ
】

 

・
毎

日
通

え
る

こ
ど
も
食

堂
が

欲
し
い

。
 

・
多

世
代

で
食

事
が
で
き

る
場

所
。

 

・
3
0
代
～

5
0
代

が
参

加
し
や

す
い

居
場
所

。
 

・
ゆ

っ
く

り
お

し
ゃ
べ
り

が
で

き
、
干

渉
さ

れ
ず

過
ご
せ
る
サ

ロ
ン

が
欲

し
い
。

 

 

 

 
内
容

 

現
在

取
り

組
ん

で
い
る

こ
と

、
見

え
て
き

た
課

題
 

■
こ

ど
も

の
居

場
所
づ
く

り
 

①
ぽ

か
ぽ

か
広

場
並

木
8
丁

目
（

毎
月
第

2
・

4
木

曜
日

1
6
時

3
0
分

～
2

0
時

0
0
分

 
サ

ロ
ン

幸
福

亭
ぐ

る
り

）
 

参
加
者

の
多

く
は

8
丁

目
の
県

営
団

地
に

住
む
こ

ど
も

の
参

加
者

が
多

く
、

ひ
と
り

親
世

帯
が
多

い
。

地
域

の
一

人
暮

ら
し
の
高

齢
者

も
参
加

し
て

い
る
。
大

学
生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
、
調

理
の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

新
所

沢
ロ

ー
タ

リ
ー
ク
ラ

ブ
な

ど
、
多
く

の
方

が
関
わ

っ
て

運
営
を

し
て

い
る

。
開
催

か
ら
１

年
半

が
経

過
し

、
こ
ど

も
達

が
自
主

的
に

配
膳

を
手

伝
っ

た
り
す

る
様

子
が
見

ら
れ

る
よ
う
に

な
り

、
こ

ど
も

食
堂

で
の

ル
ー

ル
を

こ
ど
も
達

自
身

が
こ
ど

も
会

議
を

開
催
し
て
作

成
し

た
。

 

 

（
課

題
）

 

・
母

子
と

も
に

参
加
し
て

も
ら

う
こ
と

が
望

ま
し

い
が
、
こ
ど

も
だ

け
の

参
加
に

留
ま

っ
て

い
る
。

 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は
地
区

外
の

方
が
多

く
、

地
域

の
方
の
参
加

が
少

な
い

。
 

・
自

主
的

な
グ

ル
ー
プ
化

を
し

て
い
く

た
め

の
人

材
育
成
が
で

き
て

い
な

い
。

 

・
小

学
生

の
参

加
が

増
え

、
中

学
生

が
来

づ
ら

く
な

っ
た

り
、

騒
が

し
い

環
境

が
苦

手
な

子
が

来
れ

な
く

な
っ

た
。

 

・
参

加
希

望
者

が
増
え
る

一
方

で
、
担

い
手

と
な

る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

及
び

場
所
が

不
足

し
て

い
る
。

 

 ②
ぽ

か
ぽ

か
ス

カ
イ

（
毎

月
第

2
･4

水
曜

日
1

0
時

3
0
分

～
1

4
時

3
0
分

 
ス

カ
イ

マ
ン
シ

ョ
ン

Ａ
棟

1
0

3
）

 

住
民
か

ら
多

子
世

帯
で

不
登

校
の

こ
ど
も

が
い

る
家
庭

の
情

報
が

入
っ

た
こ

と
、
①
の
こ

ど
も
食

堂
に

参
加

が
し

づ
ら

く
な
っ
た

不
登

校
の
中

学
生

が
い

る
こ
と
、
包
括

か
ら

支
援

に
入

っ
て

い
る
家

庭
の
こ
ど

も
で

不
登

校
が

い
る
こ
と

、
相

談
会

に
不

登
校

の
こ
ど

も
の

相
談
が

あ
っ

た
こ
と
、
地

域
で
こ

ど
も

食
堂

を
開

催
し

た
い

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

が
い
た

こ
と

か
ら

、
居

場
所

づ
く
り

が
ス

タ
ー
ト
し

た
。
不
登

校
や

ひ
き

こ
も

り
の

若
者

の
居

場
所

と
し

て
、

ス
タ

ー
ト

し
て

い
る
が
、
「
誰

で
も

参
加

で
き

る
居

場
所

」
と

し
て

開
催

し
て

い
る

。
地
域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
主

体
的
に

運
営
で

き
て

お
り

、
Ｃ
Ｓ
Ｗ

は
個

別
の

ケ
ー

ス
を

繋
ぐ

役
割

と
し

て
関
わ
っ

て
い

る
。

 

 

 （
課

題
）

 

・
安

く
昼

食
を

食
べ

ら
れ

る
場

所
と
し

て
利

用
し

て
い
る
地
域

住
民

も
い

る
た
め

、
今
後

ど
の

よ
う
に

地

域
の

方
を

巻
き

込
ん
だ

活
動

に
し

て
い

く
か

検
討

が
必
要
。

 

 ■
Ｃ

Ｓ
Ｗ

に
よ

る
相
談

会
 

 
毎

週
月

曜
日

1
3
時

3
0
分

～
1

5
時

3
0
分
 

サ
ロ
ン

幸
福

亭
ぐ

る
り

 

 
毎

週
水

曜
日

1
3
時

3
0
分

～
1

5
時

3
0
分
 

ス
カ
イ

マ
ン

シ
ョ

ン
Ａ

棟
1
0
3
 

 

地
域
の

方
と

顔
が

繋
が
っ

て
い

く
こ
と
で

、
地

域
の
情

報
や
ニ

ー
ズ

キ
ャ

ッ
チ
に
繋

が
っ

て
い
る

。
 

サ
ロ

ン
幸

福
亭

ぐ
る
り

で
は

、
自
殺

や
孤
独

死
に

つ
い

て
の
情

報
提

供
、
高

齢
者
に

関
す

る
情

報
が
多

く

入
っ

て
き

て
い

る
。
ス
カ

イ
マ

ン
シ

ョ
ン
で

の
相

談
会

で
は
、
地

域
の

イ
ベ

ン
ト
情

報
や

こ
ど

も
に
関

す

る
取

り
組

み
の

情
報
が

入
っ

て
く

る
こ

と
が

多
い

。
 

 （
課

題
）

 

・
決

ま
っ

た
方

し
か
来

な
い

た
め

、
ニ

ー
ズ

キ
ャ

ッ
チ
の
限

界
が

あ
る

。
 

・
こ

ぶ
し

町
や

並
木
２

・
３

丁
目

で
の

ニ
ー

ズ
を

拾
え
な
い

。
 

 

 

C
S

W
が

こ
れ

か
ら

取
り

組
み

た
い

こ
と

 

①
並

木
8

丁
目

で
の

住
民

懇
談

会
 

（
並
木
８
丁
目
こ
ど
も
懇
談
会
）

 

ぽ
か
ぽ
か
広
場

に
参
加
し
て
い
る
こ
ど
も
達
が

主
体
と
な
り
、
こ
ど
も
食
堂
に

来
る
よ
う
に
な
る
前
、
こ
ど
も
食
堂
に
来
る
よ
う
に

な
っ
た
後
の
自

分
の
生
活
の

変
化
を
話

し
て
も

ら
い
、
こ

ど
も
食

堂
が
毎
日

開
催
さ
れ
る

と
ど
う
な

る
か
な
ど
話

し
合
い

を
行
い

た
い
。
そ
の
後
に
、
こ
ど
も
達
か

ら
保
護
者
・
地
域
住
民
に
対
し
て
「
地
域
が
こ
う
な
っ
た
ら

い
い
な
」
と
語

っ
て
も
ら
い
、
懇
談

を
行
う
こ
と
で

多
世
代
が
参
加
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
し
て
い

き
た
い
。

 

②
並

木
食

堂
の

開
催

 

①
こ
ど
も
会
議

を
き
っ
か
け
に
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
県
営
住
宅
・
市
営
住
宅
の
住
民
が

中
心
と
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
と

県
営
団
地
の
集
会
所
活
用
し
た
誰

で
も
食
堂
を
実
施
し
た
い
。
中

央
小
学
校
の
前
の
道
路
を
挟
ん
だ
「
あ
っ
ち
の
人
間

」「
こ

っ
ち

の
人
間
」
と
い

う
考
え
が
な
く
な
る
き
っ
か
け

と
な
る
と
良
い
と
思
う
。

 

③
グ

リ
ー

ン
並

木
で

の
ロ

ー
ラ

ー
作

戦
 

生
活
支
援
の
組
織
が
あ
る
な
か

で
も
孤
独
死
が
発
生
し
て
い
る
。
生
活
支
援

の
組
織
の
方
が
、
家
庭
の
庭
の
草
が
伸
び
放
題
だ
っ

た
こ
と
に
気
づ

き
声
を
か
け
た
が
拒
否
を
さ
れ
、
そ
の
後
関
わ
り
を
取
る
こ
と

が
な
く
１
年
後
に
孤
独
死
が
発

覚
し
た
。
声

を
か
け

た
時
に
、
困
り

事
を
相
談
で
き
る
相
談
先
の
情

報
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら

孤
独
死
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た

か
も

し
れ
な
い
た
め

、
啓
発
を
兼
ね
て
包
括
や

C
S

W
、
民
生
委
員

、
生
活
支
援
組
織
の
啓
発
を
兼

ね
て
１
棟
で
も
よ
い
の
で
ロ
ー
ラ
ー

作
戦
を
実
施
し

た
い
。

 

補
足

：C
S
W

の
相

談
会

に
つ

い
て

 

相
談

会
か

ら
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

キ
ャ

ッ
チ

す
る

場
へ

・・
・ 

既
に
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る

地
域
で
は
、

C
S

W
だ
け
で
な
く
地
域
の
協
力
者
と
も
連

携
し
な
が
ら
常
時
困
り
事
や
不
安
を
気

軽
に
話
す
こ
と

の
で
き
る
仕
組
み
を
考
え
て
い

き
た
い
。
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
ま
ず
は
暮
ら

し
の
相
談
事
業
を
開
催
し
て
い

る
法

人
及
び
地
域
の

協
力
者
と
連

携
し
な
が

ら
既
存

の
相
談

体
制
＋
α

の
仕
組
み

（
地
域
の
方

が
話
し
相

手
と
し
て
滞

在
す
る

日
を
設

け
る
等
）
を
考

え
、
相
談
だ
け
で
な
く
自
分
の

思
い
を
誰
か
に
話
せ
る
場
を
作

っ
て
い
き
た
い
。
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ボランティアの
相談をしたい 

どこに相談したら
よいかわからない 

子育てや福祉のことで
ちょっと聞きたい 

わたしのまちの 

（コミュニティソーシャルワーク担当） 

松井地区 吾妻地区 新所沢東地区 

富岡地区 柳瀬地区 所沢地区 

小手指地区 三ヶ島地区 並木地区 

山口地区 新所沢地区 

受付時間 ８：３０～１７：１５（土・日・祝を除く） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所沢市社会福祉協議会 地域福祉推進課 
住 所︓所沢市泉町 1861-1 

所沢市こどもと福祉の未来館 3 階 
電  話︓０４－２９２５－００４１ 
ＦＡＸ︓０４－２９２５－３４１９ 
メール︓0041m@toko-shakyo.or.jp 

 


